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鹿　児　島　県の　オ　サ　ム　シ（l）

洪

オサムノ科申，オサムン乳科に属するものは．鹿児島県で8種が記錬されている0その8種と

いう僅かのオサムシを前にして，ここに何か大それた事を言おうとするつもりはないが，鹿児島

県のオサムンについて，今まで殖んど分布調香さえされてなかった事，また．去年の革から今年

の泰にかけて．少しばか少量を崩して虫を採る方鋲を宣伝し，それを英行していつたところ，そ

れが針小棒大に伝えられたためか　何かまとめになる様な事を誓かねばひっこみがつかなくなっ

た事などの理由によれ　ここにまだ中途半場なものではあるが，分布を主体としたものを書いて

みた？

分布の細かい記録は，今姦一応検しえたものを載せたが，他にまだ等者の不勉領の為，目を適

してない文献もあり，鹿児島昆虫同好会の会員の方のもので，見てない榎本も二．三ある0　これ

らは次の機会に詳しい個体の調査などと一議に，1良知として書きた仇と思う。それで，分布記嶺

は確東をもの以外は省いた。

分布記録中．既に発表済みのものは，記疎の後に（）で鯛んだ番号を記したが，これは引用

文献の番号である。叉，その後に（土中），（石起し）琴と記したものは，筆者が知り得た範細

円での採集個体の採儀時の状況である0採集者と標本所有者が異なる場合は，増血（嶋）の如く

し・（）で嘲んだ者が所有者である草を示した0最後に付した地図は・今轟に知りえた鹿児島県

円のオサムンの大体の分布状座である。

学名は，中根猛彦（19°2）日本昆虫分類図説Ⅱ鞠廼置・オサムン科I（北陸鶴）による0

以下の報文が何かの参考にでもなれば幸である。

なか，資料の濾供や，いろいろの妙音を与えられた鹿児島昆虫同好会の諸氏，記録の発表を快

くお許し下さった鹿大農′羊郎害虫筆数垂の先生方．その他御迷惑を卦かけし，お世話になった方

々には心からお礼申し上げる0　　　人
1て　1

1．Cat0日0m maXlnOmicgL MORAⅣ工でZ　クロカタヒロケサムン

分布：礪鳥山：高千穂峰腰上（1谷．l Pd O・Ⅶ・18　永仮兵＝（＝），（歩行中））

解説：他に壌集記濠は食いと思う0高千僧峰は，今まで多くの方が採集に出向かれている所であ

るが，記厨サトーつしかない夢心面白い0叉，そこは上昇気流による採嶺で知られているから，山

姥のものが弐寺に乗って噴とまで畢ばれて来たと考えられるが，発生地なども興味ある聞損と思

う。不勉奇ノ）勺，九輝円ここノつ雪うこどの程堰，どんな軌項にわたって分布しているか，知ってい

ない。今後の凋査が六晒されるっ



2・Campallta・Cbユnense K工RヨY　ェノカタヒロオサムノ

分布：出水郡　野増村（181951・Ⅶ－・29　滴元紘爾）一

成担うr市：磯（1eX・1940・Ⅶ・る　竹村芳夫（融旭洋），18　19dO・咄・15

竹村），城山（18　1959・Ⅴ・10　氷仮，1谷　1960・Ⅵ・28　水仮，58番

19る2・Ⅵ・d　鴫：（灯下）），1武郎（1♀19d2・Ⅷ・25＝（8））．上荒田町

（1含　1928・Ⅷ・1　不明（者虫数寄），1♀1928・Ⅵ・11　不明（害虫教室），

1谷1928・Ⅵ・22　不明（害虫教室），1谷1945・Ⅷ・17　倣谷正敏（害虫教

￥）），鴨池町（18　19°3・Ⅴ・8　（灯下）岩（9）），宇宿町（2eXB・1959・

Ⅷ・10　竹村，2谷81960・Ⅶ・25　竹村（円1eX・田中岸））

加世田市：磯周（1♀1965・Ⅶ・9　中村マリ子（加世田高校））

指宿市：宮ヶ浜（1♀　1955・Ⅷ・12　憎甲収（田叫羊））一

指宿郡：酬I槻（1♀1谷　1962・Ⅷ・15　米丸和辛（中尾健一郎））

屋久島：頗（1ex・＝　97・Ⅵ・27　久保快鼓（西川協－）＝（6））米（一湊・

1957・Ⅶ・27の誤りか？）現在問合わせ甲。

解説：副官島市内では最も普通に塵している種と言えよう0灯下に飛来したものを採集する事が

多ho

薩摩半島は一応南端まで，それに屋久島に達する事が知られている。屋久島の記鐘は印刷のミ

スと思われるので，疇応カツコの如く訂正して貌レ1た。毒久島での記領はこれだけしか知ってい

ないが，宅外多ハのか塙しれない。大隅半島の1己錦はないが．分布している可能性はある。また県

北も出水都塵の1古だけしか知らないが，山地を練いて相当広くいるのではないかと思う。山地

（500耽以上の）での言己録が全くないのも．面白い。

鞠遡長約17m－221硯（体長約245欄～51血沈）　谷交尾器は長く先端は鋭い。日本昆虫

分類図説2鞠超目オサムノI（中恨・1962）による谷交尾器の図と比べて，大阪産のものに

酷似する他，相異点は余りをいように思われた。

3．HemlCarat氾8　℃はbercは10SuS m汀EAN et．BO工Sm　セアカオサムシ

分布：堵亀山；喫野岳忠魂（1谷1952・1彊・12　竹村，1谷19d3・Ⅴ・5　田中

葦：（土中）），水谷部落～栗野岳囁泉（1谷1♀1965・Ⅴ・5　嶋，田中：（士中））

，獅子戸嶽（1♀　1952・Ⅷ・12　備下町鉦敏（坂元久米碓）），高千穂峰頂上（1ex．

19d2・Ⅷ・？＝（10））

解説：分布は拷馬山が知られるのみ0　これだけの個体では何とも言えないが，今姦解っている率

をあげる0冬期渓集は出来ないらしい。聾者等の採集品で士中よカ堀り出したものもあるが，こ

れは5月だし，居た所も，濃さ40用位の帝の中に厚させいぜい5用位に償った士の中からだっ

た0　滴が降ると当然成されてしまう様な所である。他に文献によると，石の由に宅を作っていた

というものがあるから，（石川．1959）塩にもぐる様な郵ま覆いのかもしれをい。叉，九

里璧〇号イヒl世も記嶺されている（大倉，1950）

－2－



個体による大′ト轟は，係かならあるようである○親犬害虫教宅所有の北海道塵の1増と比べる

と，前胸襟変域の張力出しが，掬いように薗じられ，俸も少し天ノ掛乃横であるが，咽林政をもつ

と杜でみなわと解らない。ち交尾梶もまだ亀でいない。

霧島以外に，紫檀山．高凰山などでも採倶できるかもし九をレも

4・ApotomopterはS dehaanil CHA加工R　オオオザムン

Sは惚p・dehaanll・Sはbsp・StrenuS，Var・pnnetaもOStrlatuS・

分布：韓鳥山：栗野岳濫泉（1♀1958・Ⅶ・＝　水仮，T谷2♀♀1955・Ⅴ・5

鳩：（1省土中．他歩行中），13古谷9♀♀　19d5・Ⅲ・15～15　中尾），丸尾湯の

谷（18　1952・Ⅷ・4　水仮）

川門市：寺山（4885♀♀　19°2・淵・25　鳩．相中牽（嶋））

姶良郡：重富町白銀坂（1♀　19d5・Ⅲ・12　中尾：（士由））

鹿児島市：寺山（？1958・Ⅹ・113（7）），吉野（10古谷5♀♀　1962・沌・

22　嶋，田中葦（嶋）：（士由）），唐頗（？1958・Ⅵ・10＝（7））

谷山市：烏帽子岳（18　1959・Ⅴ・19　前原宏（害虫教奉），d古谷10♀♀　1952・

畑・9　嶋，増中島　中尾（2＄85♀♀中尾，他嶋）：（土中））

加世田市：長屋山（1谷1953・Ⅴ・5　福田晴夫）

解説：個体数は多いが，分布鞄鯛は案外練わらしレヽ席児島思円で，この確を見る事は少い○

九州より，21増1変種が記録まれているが▼その区別は琴易でない0特に，邸ユbSp・deha－

anllとSはbsp・Strenus　との区別は殆んどつけ難いo mb白p・StrennSはSub－

Sp・dehaanll　と，上郷4鎖線の外側が不規則か小顆粒を装う事で区別きれ・山地側で

あろうとの率であるが，鹿児島県円壇に関する限りこの変異は始んど儀かである0癌亀山壇のも

のは，確かに′j、叫（乃至細蝿）ではあるが，上超き第4鎖線外側の′J、頼粒も．平地産のものに比べ

てそれ程異っているとは思われないも叉，小名竺（乃至珊瑚）である事については，鹿児島市円垂

の個体は，川円市，谷山市産のものに比べると，務亀山産の物と同じ位に′J、鳩である0　番交尾器

の形状は，鹿児島県円産のものでは今の所始んど変り妓ない。

上砂ま鰻育乃至漫紫色で黒味をかびる。足，体下面は葉色0上遡側線部と前背仮剛線部は，時

に明るい青色を呈する0鞠遡長18矧統一225加も

5・ApOtOmOptemSJapOnlClユ8丸のTSCmSKY　ヒメオサムシ

分布：堵鳥山：栗野岳温泉（l♀195d・Ⅷ・11福田（害虫教室），1♀1957・

Ⅴ・1　氷仮，1♀　1958・Ⅶ・11　永坂，1♀　19る2・Ⅶ・15　中尾，吾平♀

19d5・Ⅲ・14　由嵐：（土中），2881♀　1965・Ⅴ・4　鳩：（土中）），水

谷部落一票野島温泉（1♀19占5・Ⅴ・5　鴫：C歩行中）），塙千穂峰（1♀1959・

Ⅷ・15　水仮），高千穂何原一鼻子原（1＄1952・班・26　田中牽（膚）：（十や）

，1容　1952・刃・27　日］中章（鳴）：（土中））

出水帝：矢筈岳し1♀1959・Ⅴ・3　折招（害虫豹寄））

－　5－



がない。1頭目は，研瑚社主掘れ昆虫鳩に出品蔓几ていたもので，それを健児島昆虫同好会′乃竹

村芳夫氏が見出され，そ乃巧の提唱を山田氏に依鞠されて，5exS・を手に入れられたとレ、う0

しかし標本はその後，岩手県の・五本党氏Cて寄画されたまま，どう食っているのか不明：告の′ま苫し

まれる0

飽山というのは，標塙40周位の岩山で．頂上の部分は相川こ在っており，叉そグノ 錘は採石場
として切り取られてしまっている。董者等は，19d2年12月25日採輿を試みたが．ここで

は堀れる所でもゴミムシの－噂をど僅かに出たのみであったo

Coptolabrは8亜属は，大庫・朝鮮などに分布するというが・どうしてこれが・川円市な

どで採集されたかも不思議である。20年以上前，それが実際に川円市に生存していたとしでも

現在まで全く他の採集例がないのであるから・絶滅したと考える方が妥当かもし叫，苧いが・とに

かくもつと調査してみる必壕はあると思う。

8・mm8terl〕1apto土deB KOもhAR　マイマイカブリ

分布：賭鳥山：栗野岳温泉（1ex・1955・Ⅶ・11福田（害虫教室），1ex・1959・

Ⅴ・25　永仮．18Ⅹ・19d5・Ⅴ・4　嶋；（土地）），永谷部落一栗野岳薗泉（1ex・

19d S・Ⅴ・5　嶋「（歩行中）），大損池（lex．1962・Ⅷ・5　米丸（中尾）），高

千穂河原（2eXS．r再2・逓・26　増中屋（鴫）；（土中））

出水郡：野田村（4ex由．1962・Ⅶ・2d　橋亮，．leX・19d2・Ⅶ・29　橋亮；（以

上∴栃木）
ヽ・一

川内朽：擬山CleX．（破損死体）1962・刃・25　相中章（嶋）），寺山（17eXS・

19d2・淵・25〉つ鴫i田中章（嶋）・中尾：（土中））

姶良都：重富町白銀坂（4（芳田．19d5・Ⅱ・17　ヰ尾；（二土中））

鹿児島市：吉野CleX．1二9d2・逓・22　錮中華（嶋）；（土中）），城山（1ex・

1952・Ⅷ・7　上野房子（田中洋）；（歩行中），1ex．19°1・Ⅷ・1d　中尾），

武闘（4eXS・19る2・溜・d　中尾（円1嶋）；（土中）），醇療（1ex・1952・Ⅹ●

占．坂口総之輔；（歩行中）），上荒凋町（1ex・1917・Ⅴ・17　不明（害虫教室）．

1eX．1918・Ⅷ・20　不明（害虫教壇）），紫原（1ex・1959・Ⅵ・1－5　不明
－．．‥　．

（青虫教室）），宇宿叶（1ex．1942・Ⅷ・21竹村）永上坂（参考文献7）

飯島：永浜一円の川円（？1935・Ⅷ・15　野村健一ヨ（l））

谷山市：烏帽子岳（9eX8．1952・迎・9　嶋・田中睾・中尾，1eX・11965・Ⅴ・19

嶋）

加世田南：川畑（1eX・19占う・Ⅳ・29　億個）

指宿市：宮ヶ浜（1ex．1955・Ⅷ・14　用事収（湖中洋）；（噺勾），19Ⅹ・1959・

Ⅴ・10　相中洋）

噂千島：幽之表C？1．955・Ⅶ・25　野村曜一等（5））

屋久島：頃主（？1、955・Ⅶ・25　二野村健一＝（2）），安房～小杉谷（＿1ex・（甘罠

ム‾　〇　‾



宛隼）19る5・lJ・7　月L口重（鳩））

解説：一鳥長く，そして攻多　分‾宥している。演鳩蔚晶待オサムン′中一茹長レ、のではない屠ろう

か。冬用頸隼で息，賽外乾燥した所でとれる0　鵠′r）オサムシの堆く′ど探れないシラスの士の血か

ら採堕された1タIがある。軍久鳥まで居るのだから．天満半塙もかなり南まで分布するものと考え

られる0

体長，体幅ともに個体変異はかなり大きい0　体長50第概を越えるものから，弱々40爪枕という

ものまである。遡端には棟突程を備えるが，これが先端で余力拡張らないのが鹿児島付近産種の

特長とされる。しかし筆者の見たものでは棟突超の殆んど拡がらない個体というのは僅かであっ

た。霧島再考のものは．一般に平地のものより′j、吸のようであるが，山地になる程′j、叫となるか

どうかは解らない。色は始んど無色。上遡肩部や脚陀時々濃紫（育）色が現われるが，′ト蛸のも

の程その傾向は強いようであるo

J一ヽ
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奄美群島で採集したトンボ類

田　中　　章・南　野　　璃

私連は1952笹7月1－9：日劾ら、8丁月9日まで・魔児島魚奄美群島の与論島，沖永良部島．徳

之島に躾額の採集に行った。その時廉類採集のかたてま忙トンボ超も少しではあるが採集出来，

与論島からトビイロヤンマ，シオカラトンボ．アメイロトンボの所記顔種もあったので採集品の

日義に2億の′ト観察記録を附して報告する0　なおこの報文を書く瓜あたり同定して煩いた国立予

防衛生研究所の朝比奈正二郎先主に厚く御礼申し上げます（標本保管者は旧中の標本のうち（朝

比奈）と書いたものと南野の標本全部は朝比奈先生，他土田巾である）

奄美大島（船の卵白中に採集）

1．ハラボソト′ンポ

Orthetn皿Sa班na Drury

l♀　名瀬市名瀬　Ⅷ．20　璃中

2・シオカラトンボ　　「聖er
Orthetrum alt）18℃ylufn SpeClOはm

l S　名瀬市名瀬　Ⅶ．20　南野

与論島

1．　アオモンイトトンボ

工8Chnura SenegaユenSユS勉mbur

lS　朝戸　Ⅶ・21南野、

13　麦屋　準・22　田中・

1♀　胡戸　Ⅶ・27　日ヨ中

2．ギンヤンマ

Anax卿hen9Pe juliu8月rauOr
281♀　朝声　価・21　田中

18　　　朝戸　Ⅶ．21　南野

5谷1♀　朝戸l狸．・22　南野

3．ドビイロヤンマ（新記録）

AnaciaeBChna jaBPid．eA蝕rmeis℃er

l81♀　朝戸　Ⅷ・21　田中（朝比奈）

朝戸の与論中学校薯の嘩暗い林の中を高さ

鹿児島大学生物研究会会誌
－9－

6－7昭で飛び時々枚に止まる0　止まり

方は確を中位に開き，体吐ほとんど垂直

にぷら盲がるように止せるよ15時50

4．ハラボソトンボ　　　　　　分頃）

Orthetru皿8al〕iI凪加ユry

l谷1♀　朝戸　Ⅷ．21　田中

28　　　朝戸　Ⅶ・21　南野

1谷　　　朝戸　Ⅶ・22　田中

5．シオカラトンボ（新記録）

OrthetrⅦn alb土Stylum

SpeClo∈】um mler

l♀　朝戸Ⅷ・21南野

1♀朝戸Ⅶ．22　田中（朝比奈）

13　朝戸Ⅷ．25　田中（朝比奈）

占．　ヒメトンボ

mplacOd．eS trivialiS

鞄Ⅱねur

l♀　朝戸Ⅶ・21南野

1省1♀　朝戸Ⅶ．22　南野

18　　　朝戸　Ⅷ・22　田中1

18　　　表層「櫨．22　田中

7　ショウジヨウトンボ
幸一iてこ・こ‾

Croco℃hC犯止8　3erVll土a

訂BEN C5）



1う1宰　斗誉百　叩．21　旧申．

1早　さ．一博’uト21　博蝉

1番　　　戒　　怖．21　凋中

481♀　瑚戸　Ⅷ．．22　貯申　▼一

石省　　　瑚戸　Ⅶ．22　南野

1♀　郷間lⅡ．24　凋申

18　　　朝戸　Ⅷ・25　南野

8．アメイロトンボ（析記録）

moly止8℃illarga弛bric土uS

ASl♀　郷間　Ⅶ．24　南野

481♀　郡間　Ⅶ・24　凋申（281

♀朝比奈）

郊間小学校鼻のマシキナ池（100X：100

招位の広さで永が数センチから放十センチあ

ったが硬の乾漁期には干上ってしまうという

横地）で．16時から19時頃までに次のよ．う

な事を餅喫した。靭ギンヤンマとショウジ

ョゥトンボ等しか気が付ふなから‘料示，夕方

腸が弱くなった「7時過ぎからアメイロトン

ボがどこからともをく飛来して，池の淵を水

面すれすれから目元位を空qDに止まっている

かのようにして超を微動さしたがら，時々前

に進み他のトンボが近づくと追いかけるよう

に飛び，また帰ってもとのように飛んでいる

のに気が付レ1た0非常に敏感だったが二人で

1口頭採喚し失敗も多かったので相当数の個

体がいたものと思われる。嘩暗くなった19

時頃まで飛来が見られたが18時頃が一番多

かったようだ0　夕方しか威察出来なかったが

膚もこの也にいるのか．なぜ夕方砲の外側か

ら飛来して」そるの’だろう。湿地みたいを嘘は

胡戸の与論申亨攻の掩てもあって，昼採東に

行ったが本頂を発星此栗なかった〇（潤した1）

貸　バネビロトンボ

TraInea Vlrglnla］滝川膿Ⅲ∫

2古　剖芦　北．21　個串

1♀　甘芭　汀．21　南野

1♀　胡戸一茶花Ⅶ．24　強心（朝比奈）

沖永良部島

1．　タイワンウチワヤンマ

工C也nuS perもimax Se］すS

l♀　知名→大山　曙．28　ヒ日中

18　　　国頭　Ⅷ．50　ヒ日中

1谷1♀　国頭　Ⅶ．50　南野1

2．ギンヤンマ

AnaxI凪rlねOnOpe・1加1lu．8月muer

l♀　知名～大山、Ⅷ・28　町中　∴1

1、谷　大山　　　　Ⅶ・28　南野

5．ハラボソトンボ

Orthelrnm鼠もlna DruTy

t8　知名～大山　Ⅷ・28、田中

4．シオカラトンボ　　　「瓦1er

Orthetrum all〕土stylum SpeClosum

l♀　知名～大山　Ⅷ．28　－田中

5．　ショウジヨウトンボ

CrocothemiB SerV土1土a工mry

l豆　知名～大山．Ⅷ・28　国中

1♀　大山　　　　Ⅷ・28　南野

5．バネビロトンボ

でramoa virglnia鞄血r

J♀　知名～大山　Ⅶ・2・8　増中

1右　上威　　　　Ⅷ・29　田中

1♀　正名　　　　Ⅶ．29　南野

18　国頭　　　　Ⅶ・50　密計

徳之島

1＿　タイワンウチワヤンマ

工Ctim∈〕pertinax Sely‘S

－・・1・1・－



1お　手手（海窪）　Ⅶ・5　田中

2．　ヒメトンボ

ヱ五placodeS triviaユ18、五a由bほr

l谷1♀　亀穂l∬・20　田中一　声

5．　ショウジヨウトンボ

1♀　亀徳　Ⅷ．20　国中

1♀　手手　Ⅷ．　5　ヒ日中

4．バネビロトンボ、

Tramea′Virglr止a罰a皿bl工r

l♀　西阿木名　W．7　用申

Crocothe皿18　8erVil土軋工mry
・　－

参考文献：鞍Ozlro′率轡啓一璧2）0Ⅸ）皿A O曹一難ⅨYUARCH工P耳工AqO
施rt．皿．me O（10nata from the Amml　工Sユand邑adult dragorげ－

1ie日．・T蝕Ba五（1－4）：4－1甘

（鹿学部1年：鹿児島市薬師町91）

（農学部1年：鹿児島朋島地町500呟木方）

徳之島で採集したトンボ類の記録

橋　元　政　商

1962年7月－8月囁児島県大島郡徳之島に行く機会を得た。わずかの時間に簾類をとり，

そのあいまにトンボ甥もとった。朝比奈正二郎先生に全部同軍していただいたので資料として報

告する。なお㍉　日本未記嶺の一種もとったが，確本は朝比奈先生のお手許にお送りしてあるので

いずれ発表されるだろう0

5．ハラボソトンボ

1・アオモンイトトンボ　　　　　　　　　　Orthetrum Salつirla王女ury

工8Chnura sQnOga18mi8施mbur l頗　天城町兼久　Ⅶ・28

1頭　天城町兼久、みⅦ・28

1♀　天成町西阿木名　Ⅶ．l d

l♀　伊仙町大田布　Ⅶ．15

2．タイワンウチワヤンマ

工CtinuS pertinax Selys

l頗　天城町西阿木名　Ⅷ．15

1頗　天城町兼久　　　Ⅷ．28

5．ギンヤンマ

血ax par也1enOpe julitl∈「別掲u8r

l頭　天城町西呵木名　Ⅷ．lA

4．リユウキユウカトリヤンマ

占．　ヒメトンボ

工丘placodes triviali∈；勉m加r

l谷　天城呵兼久　Ⅶ・28

1♀　天城町平士野　Ⅶ．27

7　ショウジヨウトンボ

Crocothemis SerVilia Drはry

584♀　天城町兼久　Ⅶ．28

18　　天城昭平士野　Ⅶ．27

1♀　　伊仙町犬田布　Ⅷ．15

1♀　　伊仙町犬田布　Ⅶ．15

8．日本末記録の一確

勘naeanて；ha ryu吋且enSis nov・Sp・1頭　天城町瀬滝～大津川　Ⅷ・29

1鰯　一天域町兼．旺・28

－11－



徳之島と名瀬市

夏の蝶類採集報告

橋　元　紘　蒲

萬　田　正　治

19512年の夏休みを利用して徳之島ぺ採集に行く機会を得る率が出来た。
°　e

一一我々の採集旅行と言う：ものは言一石二鳥と言うむしの良い成東を福ようとした特殊なもので．

徳之島（大島糖業株式会社）で熱帯農業やキビについて農場実習を兼ねていて，結局は農場実習

の方へエネルギーを消耗してしまった感じで，傑類の方も一緒にやるつも少でいたが．なかなか

思う椎にlハかなかった事を特記してふきたレbこの採鰻では，上述一石二鳥と言う欣張少や，こ

の地方の棉物に対して全く無知である率等で恥しい結果に終少ましたが，一応報告しておきます。

同この報告で噂し廉謡季軍資寧咋Pいては出来るだけ触れなTや事にせる0’、ナ・
Jこ】l、1ノ

ここで，在島中常に我々を御指導下さった田中洋氏，採壌地案円をして下さった原町三郎氏

（当時，大亀崎業株式会社社員），遠竹登先生（名瀬市金久中理科）に深く感謝すると共に・毎

日めんどうを見て下さった大島蠣業株式会社社員の方，タや・池島氏・午の採集に行く機会を作っ

て下さった鹿大中南米研究会員に心から御礼申し上げます0．

8時．コ－，ス

19d2・Ⅷ・26・1700・鹿児島港出発‥‥高千穂九〇

Ⅷ．27．㈲720．名瀬港着0

負00・出発　→11．50・古仁屋着　→15．00．古仁屋出発．

一一5・45・亀徳絡旦隆　昌這芸　犬鵬→平士野着，大島増発戦野（へとの）

工場の寮にⅦ・、－4，まで滑る0

Ⅷ・，28・（吋）農場実習（兼久農場）0

Ⅷ・29．（愚）8．45・平士野　→　受15．秋利神川附近（天城町西阿木名）

深町氏の単車

MM単車

KH歩行
1Z45（KH）平士野

．Ⅶ・50・（患）境域実習（兼久應場）0

Ⅶ・51・（台風九号）0

1Ⅲ．1．（台風九号）0
み休習実

ヽ

l

J

Ⅷ・2・（費少時々雨）幾場実習（兼久農場）
l

以下KH；Ⅷ・15ご（碕後曇）犬周布工場二犬絹布岬。犬田布泊。

欄．14　C増リ　犬周布工場 単車（額田氏

－12－
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′J、島→酎可木名⊥忠犬田布工



Ⅶ．－7．犬用布一ところ貸55．亀徳藤里壁弘　一5．40　名瀬膏
ノヾス

盲Ⅲ．－8．8．00　名酎則一三望ヱ捉大熊（凍竹億先宅と一語になる）こ＝王将ム
ノヾス

MM→夕方，名瀬着。
ノヾス

MM＆荘Hコ；1耽・19・名瀬市浜町←二二三赤尾木

Ⅷ．20．（AM），名瀬巾浦山で採輿。

CFM）　南門見物。
ノヾス

Ⅷ・21・名瀬市浜町；＝＝二浦上0

22．00・名瀬啓発

Ⅶ・22．10時　膀児島港着．上i‰

ノヾス

Ⅶ．5TⅦ．14までは毎日実習．西呵木名遵場にて。ただしⅦ・5は犬田布へ採篤へ行つメb

MMはⅦ・14－Ⅶ・17まlで与論馬へ行く，故にKHはⅦ・14～Ⅶ・18までMMとは別

行動をしているのである。

採集記録

採隼者妓万招正治＝MM，橋元紘爾3KHとするb又この中に名画市を加えてある事を御了承

頗いたい。をか，採集地名の秋剰枠用附近は西阿木名に含まれるが「特別に記した。

HESPER工工DAE

l・PelOp土da∈声mthia8　0bertur土　EvaのB　チヤバネセセリ0

秋刺神川附近，1谷，Ⅷ．29（KH）；乎士野．182♀，Ⅶ．5（MM）；酉阿木名，1

8，Ⅶ・15；犬田布，1省2早，Ⅶ．15；名瀬市浦上1省1♀，Ⅷ．18（KH）

採集地では各地に普通

2・㌧Notocrァpta curvl免SCia Pelder et Peユ由r　クロセセリ

西呵木名，1古，‾Ⅶ．1d（KH）

この1つのみである。これに関連してオオシロモ′ンセセリも一議に秋剰神川附近のショウガ科

（確名不明）挿物の群落をよlく沫患して見たが手がか少は得られなかった0

3・maSpeB forus Cramer　オオシロモンセセリ

名瀬市浦上，1♀，Ⅶ．18（KH）

PAPI L工ONI工）AE

4・巧亀田a alclnou8100ch00ama ROthscI止1且　ジヤコウアゲハ

西阿木名，48，Ⅶ・15；兼久鹿甥，教頭Ⅷ・28，目撃；秋刺神川附近．5exS・Ⅷ・29

目撃；犬回礼　2eXS．Ⅶ・15目撃；以上KH

白光が強い所には時々軋る程境であるが山地では多顔見られる（特に西呵木名の山地で吐多しつ）0

5・Ora血止um8ar壬担don nlppOnum Fruhstorfer　アオスジアゲハ

掛可木名，1♀，Ⅷ・l d；犬田摺　多数，1Ⅲ・15目撃；以上（KH）

一15－



6．fbり⊥11つ：mt血us　もユnn．　アゲハ

実当′和腑阜1谷，Ⅷ．29Lj承・ソクズの花にポロポロの本恩が来ていた。勉に一朝も札

覆う、つた。（Kは）

7・施℃土1io protenOr demetrluS Carmer　クロアゲハ

頚久，1省，1甘・28　（MM）；西呵木名，18，Ⅷ・16；旭に1境目車（K且）

ナガサキアゲハ，モンキアゲハは艮くクサギに了恵まるが本確は少々いためかクサギには見なか

った。叉持久島ではツマベニチョウが多数飯盛？に一概てレ1たがここでは全々見なかった0

8・王もPilio p〕］ァto〕pO］yC］月8於’u血8tOr圭一er　シロオビアゲハ

MMが与論で多額戻集しているが詳細不明；名瀬市赤尾木　SeXS・Ⅷ・19日l堪CKH）叉

花徳をジープで通行由本憧らしいものをⅧ．14巨】怯した。　KH）

9・馳p土110mefmOrl thunbergll VOn Slebold　ナガサキアゲハ

秋利神川附近，5♀，11ト29（MM）；兼久，181♀，Ⅶ・28；秋珊利用肘近，185

♀，11ト29；犬凋布，多数，Ⅶ．15目撃；凸呵木名，多数，1Ⅲ・l d目撃（KH）

秋旬神川附走でシヨノキ（地方語　で和名は知らないが白い5珊位わの花を多攻付けでハろ亜

低木である）に本頂とモンキアゲハ，ツマベニチョウが多数吸着？していた0徳之島では採集地

全体に普通。

10・抱由1ioh01enuSnleconic019nSmもユer　モンキアゲハ11二二ニrT，：

秋利神川酢も18，Ⅷ・29CMM）；秋利神川附近・28，Ⅷ弓9；犬田布・1谷，Ⅷ

15；西阿木名，5谷．Ⅷ．l d；名酒埼浦上，1谷，1彊・18（KH）

徳之島では普満にいる。

アゲハチョウ科では朝にカラスアゲハ1番？を西呵木名Ⅷ・1d目撃0（KH）

P工ER工］〕A苫：

11∴軋1rema hecalつe man且ar na′　de　工10rZa　キチョウ

名瀬甘浦上．2谷，Ⅶ．21（MM）；乎士野，l省，叩．27，†♀，Ⅶ．28；兼久，

18，Ⅶ・28，西呵木名．181♀，Ⅶト29；犬増布，4谷，Ⅶト15；西阿木名，28，
l

Ⅷ．16，名瀬市浦上，d谷1♀，Ⅷ・18（KI王）

各地で普通。伊仙町犬用布工場附近忙て唾卵を見る事が出来た0Ⅶ・5，5時ろ5分（強風）

早の鮮度は（†～2）である。潅卵植物（渾名は不明であるが葺は小さく硬く厚く円形，凄緑色

で，茎はツル性でホフクする0一見マメ科傾物とは思かれない様な感じである）の葉に止まるけ

れども，乳に吹かれるためか，産功けべき適当在所（常に葉表に産もうとする行動が見られる）

を亨がすためかはわからないが何回もこの植物を雄れたり止ったりして稟表に壕刺した0舟は他

に5個みつけたが，全部葵表にある事と校の先端より2・－5番目の菜（ヤ才つらかい部オ）に産卵

苦れている郵ま輿増していた。叉この切枝全部城貞一白色で本欄耳が華湖した事も堆察される。

しかしこの種物からは幼虫や食舟′ま見出せ受かったのでノ竜甘こなるかどうかな竹から葱い。

12・Iねbomoia glalユClp詳ラ　8hlrozul mrosa付だしlet　0汀OtOツマヘビチョウ

．．＿．T　ガ．．．＿



兼久，1谷，叩・28；簸ヰ車㌣甘十寺，dろ∴2早，Ⅵr．2シ；名詩持主上し　2rう，1－鐙．21

（MM）；滴久，1谷．・汀・23：（1，こ、砕㍗単年も†令，頂．29（Kヨ）

地域的！て多少（′り董がら－レイでもろ○　ヰ七三ぎ1大層何てはあまり軋られ烈ぺ中小中神潮沌黒鳥溜

適に軋られる〇　射通でにギポクが長々と見られ，他所（犬Hl布，平士野）では一本も罷られない

事より，この一司体故はギヨポク乃多少にかかつるのではなかろうか。

登琳習性，天城町幽呵木名，秋刺神川附近．Ⅷ．29，14時25分より♀の鮮度はは程境で

ある0

当所は我々の様にハブにこわがる者は通れそうにないぐらい。割合コンモリとしてジメジメし

ていた0　ちょっと変った伏倭で正常を観察で岐なさそうであるが，この♀がいかにある博の外的

条件に鋪いかがうかがわれる0－本の小さいギヨポクにちょっと高い木がたかれかかりその木

（葵はハゼの薬みたいである）の葵は少々しおれていた，こんな要った所で産卵を罷る事が出来

たのである○母典は勝手に産卵する様である，と言うのはギヨポクの菜は大き過ぎて止まりにく

レ㍉　しかししおれた頚は′トさくですぐ足をかける事が出来る，－と唯刺される。21柁位仏の所から

見ていると，ギヨポクに止まろうとするが，すべり落ちてそのしかれた菜に産卵する＝止まれた

所に産卵する。この後，ギヨポクに5周，しおれた葉に7周を認めた。このしかれた棉物がもし

ツマベこの食樹であるかもし九をレ叫にしても将来次代の幼虫は食えないはずである。又ツマベニ

が止まれた所に産卵する（ギヨポクの葉の表賓に関係なくの畢）のはⅦ．14，西呵木名でも見

られた0

13・CatOp811ユa pOmOna君臨bricillS　ギンモンウスキチョウ

秋剰神川附近，1谷　Ⅷ．29（KH）この一頭だけである。他に伊仙町′ト島，lⅢ．15　白

いCatU拶土lia　を目壊した（KE）

14・n－er18rapae Cru．Civora丑01sdwal　モンシロチョウ

名瀬市浦上，58，Ⅷ．18（KH）

もYCAEN工DAE L

lS・油一rathura jaI幻nica Murray　ムラサキシジミ

秋刺神川附近，1♀，Ⅷ・29；兼久，18，Ⅵト28目撃；矧呵木名，1省．†♀，Ⅷ．1d；

名瀬市浦上，1♀，Ⅷ．18（KH）、l

山地（西阿木名）では普通に産す畠。

16・工ねtdOrlx eryxもinr一色　ィワカワシジミ

名瀬帝浦上で卵を採る01Ⅶ・．18とⅦ・21に合計約20位得た0遠竹先主の話によると，昨

年（19d O年）とは産地が少し興っているらしレ1。即ち昨年は台風が強く当り，クチナシの実

も薬も吹飛んでしまったとJつ革む接に周囲を竹でかこまれて保護された喝所に当然壇するのであ

ろう0飼育紐粁寸（正員）ddX眉・の幼虫よりK・10，1♀羽化，Ⅸ・12，18羽化で，他

姓1個の婦が羽叱不完全に・i冬ウT定、′つ5頑辻至々なくなってレ1た。たぶん餌不足のためとも食い督

したのであろう⊃　車．軒F町盈f’）のtまフ∴サー質　し小机U里かm・21の採晶で，クチナシの葵に

－11て－



入った囲うたりしていたが年；1に一声緑′だ0鮎産卵場所は熱てついているのが大部分で・1個

だけ葦についてしつるりつがあった，叉l洞の栗に1周一救痢（占領）付いている。

徳ヱ篭で綾瀬久でクチナシをみつけ欠番さがしたが何も手がすl少しはかった0

17・工点呼ide8boetlcⅧヨ1山町壷　ウラナミシジミ

平士野；1♀，Ⅶ・5（MM）

18・旭，kadnba kurava Septerltrlonal土日　泣1irozはアマミウラナミシジミ

秋剰神川附元，482♀，Ⅵト29；名瀬中学校附近，1♀，Ⅷ．2P（MM）；秋利神川附

近・4谷2♀，Ⅶ∴29；西阿木名，181♀，1Ⅶ・Id；名瀬博ム1♀，Ⅶ・18；名瀬申

附近・モクタチバナの帝棄のっけねより40草87・のサⅦ・20→飼帝に至らず〇（KH）－1

19・azeerla mhalぬi酔kiana M乱もβuImra．ヤマトシジミ

兼久，1谷，Ⅷ・28；平士野，18，Ⅶ・5（MM）；平士野，58，2♀，．Ⅶ・27；兼

久，1早，Ⅷ・28；秋利神川附近，2番，Ⅶ・29；犬田布，4谷，1♀，Ⅷ・15．，1♀，

Ⅷ・電後刻募面の斑紋の異常感）；西阿木名，1♀，Ⅶ・1d；名瀬市浦も1串．1Ⅱ・18

（KI王）

タカサブロウに良く吸蜜していた。同級蜜行動を見る革が出来たので書く。伊仙町犬用布工場

酢も1Ⅶ・5，9時45争・（台風）18がタカサブロウ・（白）の花上で触角は水平よりやや下

げ．時々花弁に片方づつふれる○体は動か言ず口吻だけを悔めて早く動かして吸蜜する。

20・Zizirla Ot；is ri血ensis地下8u叩ra　シ．ルビアシジミ

犬田布，7谷，Ⅶ・1．5；西呵本名，d谷1早，Ⅷ．16（K且）

福田晴夫氏によると．勤tSlユma．8！2）でコメツブウマゴヤシの生えてレ1る隆遍サンゴ礁性

葦原に限って見られると，卒るが・KHはフノ〕アブウニマプヤシを知ら姿舟？允（ちょっと見た事
Jノ

はある）事で大きなちがいはある　　　　　犬周布，Ⅷ・15，シルビヤシジミの蛸化場所

が，本確はヤハズソウの群落と良　　　　　　　　　　や「「珊：

く一致している事を認め越率土野†

米久，．．秋刹神川附堀では注意はし

ていたが見つからなかった）0

しかも，ヤハズソウが肥えている

所と枯れた様にし，土地ともに麗

燥した様な所とを比づて車明らか、

に個体数の相異を見た0叉犬田布

では1Ⅶ・15，潮をちびに婦のカ

うを数個うつ認める事が路来た，

ただし近くにはコメツプウマゴヤシ

シらしいものは絶ち几恐かった0

′及額丁回；天抽附が訂木名，Ⅷ・

「印の所申蠣化場所2eX8・

地上トー5欄で配水溝に密着

したヤハズソウの茎にある0

－ニ†dr



1占，11時45分．（庸）　ヤハズソウ（粟一棟色）〇　花のある肝達に簡単にlLまり，5用王

位Lへ花のある方′＼歩いて汚く（頭を下にして下方へ櫛功）花一，て鉦着するとそのまま薄を下にし土

まま政資する0　この埠　Alterlna　は見てレ1なかった。

⊃A上JA工DA互：

21．熟der吼　Sim土1土8　11nrle　リユウキユウアサギマダラ

西阿木名，5exS・工Ⅷ・1d（KH）；‾名瀬市赤尾木，2♀（1－2），Ⅷ・19（MM）

；兼久，。50Ⅹ8・Ⅵ［㌧28目撃（’KH）；′ト軋1♀・Ⅷ・13（MM＆KH）目撃c

′J、島の1♀は産卵を見てわたがこの時はネットは持たず道に迷っていたし，爽僧最後の日であ

って気ブJさもぬけていたので追わない様にして湖を得る事が槽一杯であっ転そしてツルモウリ

ンカ（杵島往優先室同定）より7乱　2工を得る事．が出来た0産まれてある場所は若い菜と花に

5慮・5も，古い業に2Eで串間には健まれてい牟こい0幼剰ま花（ツポりも食うらしく・幼虫の

いる花に尺があいでの和実には他のマダラチョウ科と同様円形の食横を残すoK豆は帰ってか

ら学校の都合のため，4頭の幼虫を田中洋氏に飼密を御凄いして次の結果をいただいた。22／Ⅷ

キジヨランに終合幼虫を付けたが食べなレ、（一緒に与えておいたカモヅルの一緒とロクオンソウ

は食べた）

23／1狂　ロクオンソウよりカモメヅルの一櫓の方を好んで食うように軋たる0

24／Ⅶ　トウワタを食べた1頭は死（横合）

加／Ⅶ、1頭蛸化→4／Ⅸ羽化雲相中氏保存

2禍8／Ⅶ1頚鳩化→5／Ⅸ羽化＝KH保存

28／Ⅷ　若令死　　以上である0

22・Salattira genu．℃土a Cramer　スジグロカバマダラ

兼久，18，Ⅶ．28；秋利神川附近，2♀，Ⅷ・29；西阿木名，18，Ⅷ・1°CKH）

全て1・－2程度。名廟南浦上，l容（0），Ⅷ．2†（MM）；他にKHは次の目撃をした，古

仁屋港，1ex（1），Ⅷ・27・・・；兼久，2eXS，Ⅶ・28；両，2eXS・，Ⅶ・14；花徳，

1exり　Ⅶ．14；亀徳，1exり　W．18である。他に「名瀬中2密，朝俊一君採集＝名瀬

市浜町．1♀（31，Ⅶ　　標本はKH保存；尾官芭（ノト学生），字穣村名柄，2番，1斑・12」の

渓集記轟がある。一・・一ハ

西阿木名ではキジヨランをみつけマダラチョウ科独特のまるい食痕があったが何のものである

かわからない0、

甘軍MPHAも工DAE

23・Ar紗rmuS hyperl〕iuS：hinnも　ッマグロヒョウモン

矧河本各†省，Ⅷ・1d CKH）・

24，・Nqplニis hァユaslu・Cuユenta PruhstOrfer　リユウキユウミスジ

秋一項中川附近，2省，Ⅶ．29，（MM）；平士野，1谷，Ⅶ！27；秋利伸冊町も　て∵㌢

軸17－



Ⅶ．29；名瀬甫浦上，1

省，Ⅶ．18（KE）　至

る所に普通。

25．肋ni・Ska ca－

na，Ce Slnbの03

PruhstOrfer

ルリタテハ

兼久，同一葵より4exS・

の幼虫（割合），Ⅶ．28

→Ⅷ・50死餌不足；秋刹

神川附近，卵多数（採集し

なかった），Ⅶ・12；小

島，魂多数（採集しなかっ

た），Ⅷ．15（KH）

26．Prec土8　0rl一

也ya mnn占

アオタテハモドキ

犬柑布，28．1♀，Ⅵ臣

15（KH）他1♀目撃

CKH）採集した1♀は，

欄．17に旧申氏に送り50

個以上の卵を産んだ。（飼

育記録は別に報告する予定）

犬用布のほかでは確実な記

記録を出すことはできなか

った0

27．PreciS almna
′

h土nne　タテハモドキ

秋刺神川付近，18，1♀，

t d，（KH）；名瀬市哺上，

スジグロカバマダラの分布

採集コース　……　　車で通行－，

1狂・29CKf王）・4谷1♀・（MM）；肇阿木名・多数，Ⅶ・

182♀，Ⅷ・21MM；名瀬中学校附近，1♀，Ⅷ・20；

名瀬市浦上，終令幼項をたん曙の中で採集，Ⅷ∴2ト→Ⅶト25的化→夜つぶしてしまった（K

：注）。

本♀の産軸を西何木名Ⅷ・16に見る事が出来た，そのたんほには葦が生え永技をいっ1早が

結ねる棲打して飛んだり止まったりしながら簡単に植物を選ぶ様にも見えるが禾本科甘一物l二㌢頻れ

たもの（採集して潤巾氏へ送った）や他の少をくともスズメノトウガラシ，′1ワダ／ンウ以外わ

ー18－



植物i′こ達瑚する。そこにはこの・食葦はどちらもみつける事は掛束をかった。

く憎め洋賞：∫〕紆育経過＞

19／Ⅷフ化→20、21／Ⅷ2分→22～23／Ⅷ5令ここまでスズメノトウガラ寸で飼育・5分の途

由からイワダレソウを与える→24～25／Ⅷ　4令・→27～28／欄5含→1／Ⅸ前哨→2／Ⅸ腑化→

9／Kl谷羽化（白帯）

間，イワオレソウは兼久，′j、馬等にも多くあったが，それとタテハモドキの分布は必ずしも一

致してレ、ない様である。

28・王軒pOliⅡmuS bol土na工かれるリユウキユウムラサキ

犬田布，18（1～2），Ⅷ．15CKH）目撃　ネットを振ったが三振であった。

29・qrrO8tis t坤OdamaS mat）ella PrはhStOrfer　イシガケチョウ

名瀬甫繍上，1♀，t▼Ⅷ・21，（KH）大場である。

30．王王esti．na aBS短止lis Shlrakll Shirom　アカホシゴマダラ

名瀬市浦上，5eXS∴Ⅷ．21，目撃（MM，K王王）

SATYR工⊃AE

31・蝿reareSig gota皿mE止jicoSa Bu・℃1er　ヒメジヤノメ

乎士野，1谷、，Ⅷ・27；西阿木名，1ex・，Ⅷ・16日馨（KH）

ジY．ノメ‘チヨ、－ウ科は’この一種に過ぎないが，、名瀬市浜町でⅧ．2D，夕方，ウスイロコノマチ

ョウを目盤した（KH）

0この報告で，福田謄天，田中洋氏の「鹿児島県の躾類」によると，徳之島ではギンモンウスキ

チョウ，スジグロカバマダう，リユウキユウムラサキは徳之島新記録痛である。

0カバマダうについては西阿木名，Ⅶ．15に古池（水が覆い）でトクワタが多数群生していた
1’，－

全部は見なかったけれども，入念に調べたが食痕すら見られ表替、うた。、

0この採集は徳之島を主に歩いた。

0矧珂木名では次の政変？訪花？を見た。これ等姥，口吻を見ていないので確実ではなレ、が．長

呵聞同一種の花にいる翠，次々に花を変える事で大体吸蜜と思う。吸蜜草は100‘㌔使いのたん

ば？全体にあるバクカ（青色）の花でこぁる。

クロアゲハ，1eX．，ナガサキアゲハ，18；アオスジアゲハ，多数；ジヤコウアゲハ，多数

；スジグロカバマダう，18（採）；リユウキユウアサギマダラ，多数；タテハモドキ，多数；

リユウキユウミスジ，l eX；ヤマトシジミ，多数；チヤバネセセリ．多数；クロセセリ，1省

（採）；。

0徳之島ではオオゴマダラ，ハマヤマトシジミ，イワカワシジミ，アカホシゴマダうについては

出来るだけ食卓らしいものをさが工たが何も手がか鋸まなかった。文スジクロカバマダラの産卵

等見る事は出来なかった。10／Ⅲ1965記，文責・橋元

（農学部2蜃）

－19－



椿．物、採－・集　記　録

池、∴田　哀　憲

19d2年奄美大島への線海軍韓で席集したものを記す0採集酎′ま古仁屋海岸7月20日，与

論鴇7月21日～26日，沖永良部馬7828日～882日，徳之島8月4日～7fj，を卦与論

量を与．沖永良部島を沖，増之島を領，と噛記する0

羊毛植物

コケシノブ科　ツルホラゴケ（沖．太Ll） Cl：

ウラボシ瑚　ホソバコウモノシダ（沖・大山）ホウライシダ（徳・辛士野）とリユウシダ（沖，
r

上城～大山）へツカシダ（沖．大力）ヤリノホクリハラン（沖．往卦）ミツデウラボシ（徳ご1

三京）ホラカブマ（沖，田皆）テツホシダ（徳，手々一与部間）スジヒドッバ（徳．花億一三
．1

京）コパザケシグ（徳，花徳一三京）カツモウイノデ（徳，花徳）ノコギリへラシダ（押∴天

山）キノポリシダ（恥大山）ヨゴレイタチ、シダ（恥大山）シケシダ（槽・花徳）ノコギソ

シオ（押，田層リホウビシダ（恥住吉）ヒメハシゴシダ（徳，花徳～三京）コハシゴシダ

（徳，成徳）アラゲヒメワラビ（層，花槽）マルバネングウシザ（恥大山）イシカダマぐ嶺

邪周）シンテダウチホンダウシダ（沖・太｛」）率ウビクワンジユ（沖，住吉）シマハ≠ジヨウ

シダ（沖，国頭）オオバノーアマクサシダ（沖，大ttl）草エジマシダ（与，郵闇）ハマホランノ

ブ（沖，田傍）ウスパシダ（沖，住吉）

ミズワラギ科　ミズワラビ（徳，享京）．

イワヒバ科　ミドリカタヒバ（沖，大山）．

被子植物【双子葉植物】

センリョウ科　センリョウ（沖，上城）

ニレ科　コパフンギ（徳，花徳）ウラジロエノキ（徳，花徳）

クワ科　カジノキ（与・城）ホソバムクイヌビワ（坤，凪皆）ヒメイタビ（沖，下城）

イラクす科　ツルマオし徳・花徳）ハド！キ′（沖・用皆）シマミズ（沖，住吉）

ビヤクダン科　カナビキソウ（徳，手々海岸）

タデ科　オオサクラタデ（徳，花徳）イシミカワ（徳，三京）ケタデ（徳，八重芋）リユウキユ

ウ．ヤノネグサ（沖，大山）

アカザ科　カワラアカザ（押，．国頭岬）シマハママツナ（徳，手々海達）r

ヒユ科　ケイノコズチし与，城）パテジヨウイノコズチ（与，戎）バリビユ（沖，下城）

ザクロ、ソウ科　ツルナ（与・坤）ミ、ルスづリヒユ（徳・亭々）’

オシロイバナ科　オオクサギク（与，矧琶D

ナデシコ科　ヤンバルハコベ（青仁葡萄烹）ヒチハアナデシコ（徳・手々海岸）

マツモ科　マツモ（徳，八鞋芋）
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キンポウゲ喜　ヤンバルセンニンソウ（熟　成恕）

ツゾラフジそこih　ミヤコジマツゾラフジ「毒．載）

アブラナ斗　マメダンバイナズナ（与，叫声）イヌがラシC穂，身欄）

モワセンゴケ科　コモウセンゴケ（徳．柁徳一三京）

バラ科　テンノウメ（徳，亭々海岸）シマカナメモチ（槽，花徳）リユワキユウイチゴ（坤，下

戒）リユウキユウバライチゴ（古仁騒海岸）

マメ科　マルハダケハギ（押，爛頗）ハマナタマメ（徳，手々海岸）ハカマカズラ（穂．酉河本

名加ソバタヌキマメ（徳，花徳一三京）コパナハギガズラ（坤，大Ii主l）ハギカズラ（与，棟）ナ

ンバンコマツナギ（槽，三京）ハマセンナ（徳，与郷間）シナガワハギ（与，城）コメツプウ

マゴヤシ（徳，西阿木名）オオヤプツルアズキ（徳，八重芋）‘

ヒメハギ科　シンチクビメハギ（鳳亭々一与郵問）

タカトウダイ科　ヤマヒバツ（淋犬山）ェ′キグサ（観手々）とメユズリ‘ハ（嵐亭々）ツ

ゲモドキ（怒，平士野）カキバカンコノキ（沖．下城）クスノバがシワ（沖，住吉）ヒトツハ

ハ車（徳，亭々）

こシキギ科リユウキユウマユミ（沖，下城）リユウキユウツルウメモドキ（確，花徳）オオシ

イバモチ（沖．大山）モクレイシ（徳，三京）

ミツ′1ウツギ科　シ奮うペンノキ（徳，西阿木名）

ムクロジ科　コフウセンカズラ（沖．正名）

アワプキ科　ヤシ’バ’ルアワナキ（徳，花徳）

クロウメモドキ科、リユウキユウクロウメモドキ（徳∴八重芋）

ホルトノヰ科　コパンモチ（沖，大山）

アオイ科　ノリユウキユウトロロアオイ（徳，糸木名）ェノキアオイ（沖∴蠣頭）

アオギリ科　ノジアオイ（沖，国威）ヤンバルゴマ（徳，草々一与郵間）サザンカ（虎．花徳）

ヒメサザンカ（沖，大山）

オトギリソウ科・オ′トキワ、．ソウ（与，大峯山）

スミレ科リユウキユウコスミレ（軌図月）

ジンチョウゲ科　コショウrノキ（藤色阿木名）

ミソハギ科　シマサルスペリ（徳・三京）ミズダニビ（沖・国威）

フトモモ科　アデク（沖，大山、）

アカシヾナ科　うスゲチ占ウジタデ（与，郷間）

ウコギ科　タラノキ（沖，住吉）カクレミノ（観，花徳）

セリ科　ボタンポウフウC億，手々噂鐙）チドメグサ（沖．

．　．＿こ．

ユ・1．こ

田皆）ヤブウ与ミ（与∴奴〕

ツツジ科　サクラツツジ（熟　花想）ギイマ（沖，大山）

ヤブコウジ科　ツルコウジ（沖，天山）シシアクチ（沖，上城一大ilJ）

サクラソウ科．ハマポッス（鵜　沼頚）モロコシソウ（槽，鰯河木名）
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イソマツ和　イソマツ（ノ軋　亭々海岸）

アカテツ科　アカテ、ソ（与，城）

ハイノキ科

フジウツギ科

リンドウ科

がガイモ科

ヒルがオ科

ムラサキ科

クマツズラ科

アオバナハイノキ（沖，天山）　アマシバ（沖．大山）

アイナエ（徳，花徳、三京）

へツカリンドウ（徳．花徳一三京）

トキワカモメズル（沖，住吉）ツルモウリンカ（穂，平士野）

モミジバヒルガオ（徳，花徳）ソコベニヒルガオし与，璃浜）

カキパテシャノキ（与，古里）

イポタクサギ（与，城）

シソ科　ヒメジソ（坤，上城）オキナワクルマバナ（沖，往溝）・ヒメタムラソウ（徳，、如可本名）

ナス科　センナリホウズキ（沖，国頭）ケホウズキ（催し　西河本辣）イヌホウズキ（徳．手々一

与郷間）

ゴマノハゲサ科　アゼトウガラシ（沖，住吉）アブノメ（与，郷間）シソクザ・（徳，八竜芋）ス

ズメノトウガラシモドキ（領．花徳）スズメノトウガラシ（徳，花徳）

イワタバコ科　ヤマビワソウ（徳．花徳）

キツネノマゴ科　アリモリソウ（沖，往吉）ヤンバルハグロソウ（沖，天山一知名）キツネノヒ

マゴ（沖，国頭）オキナワスズムシソウ（沖．d傍）

アカネ科リユウキユウヨツハムゲラ（徳．八番芋）へツカニガキ（徳，三京）オオバルリミノ

キ（沖，大山）ケニオイブサ（沖，住吉一大ri」）ソナレムグラ（徳，花徳）フタハムグラ（徳

花徳）リユウキユウアオキ（坤，上城一大山ノバナガサノキ（恥住吉～丸！j）コン占シヵ

（沖，大山）シロミミズ（沖．大山）ギヨクシンカ（沖，下城～大山）ヒョウタンカズう（徳．

花徳）

スイカズラ科　ゴモジユ（徳，与郷間）

ウリ科　オキナワスズメウリ（沖，下城一大山）クロミノオキナワスズメウリ（与，城）オオカ

ラスウリ（押，上城一大山）リユウキユウカラスウリ　C徳，三京）

キキョウ科　サイヨウシヤジン（沖，醤頭）　ヒナギキヲウ（軌　国頭）アゼムシロ（徳，花徳）

キク科　カツコアザミ（徳，花穂）ブタクサ（徳，糸木名）タウコギ（徳，花徳）サケバコウゾ

リナ（嶺，花徳）ガンクビソウ（沖．往古）トキンソウ（押．国頭）オオシマノジギク（徳，平

士野）ホソバワダン（徳，平士野）ウシノタケダグサ（徳，花徳）サワヒヨドリ（沖，住吉）

キダチハマダルマ（億，手々海岸）

【単子葉植物】

ヒルムシロ科　エビモ（沖，慨皆）

オモダカ科　へラオモダ刀（徳，亭々～与邦聞）アギナシ（穂，花徳）

イネ科　オオマッハシバ（貌三京）ヒメアプラスス登（鳳乎士野）ニクキビし徳・三京）コ

メヒシバ（埠，平上野）オキナワ十チシバ（与，叶）でエガヤ（坤，下城）テゴザサ（坤，大
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山）タイワン：豆モノハシU－豆，！！書）パテショウススキ（穂，草々萄雷リシマテカラシバ（衛，

花徳）セイコノヨシ「藩「八圭∴）リユウキユウチク（与，’大骨吊ハマここカ．エリ　藩　亭

々海岸）ハイヌメリ（与，．皇音十手げラツキエノコロ（坤，．知名）ソナレシバ（穂，亭々擦誉）

コウライシバ（磯，手々薄㌍）リニウキユウスゲ（沖，住専）ヒゲスゲ（徳子々赫豊）ナガ

ボスゲ（沖，i・月皆）イトアオスゲ（沖，田皆）

カヤツリグサ科　ヒトモトススキ（徳，手々、与郷間）タマガヤツリ（徳．成徳）テぜガヤツリ

（徳，三京）オニガヤツリ（沖．大山）オオビンデがヤツリ（・徳．花腐）オオヒメクグ（沖，

住吉）シカクイ（徳．花徳一三京）ミズハナビ（徳，三京）ハマスゲ（徳，事々海岸）イガガ

ヤツリ（徳，花徳）カワラスガナ（徳，花徳）イソヤマテンツキ（徳，手々海鹿）クグテンツ

キ（徳，花徳）ヤリテンツキ（徳，乎士が）ヒデリコ（嗜，三京）シオカゼテンツキ（徳，花

徳）ケテンツキ（徳，三京）イソテンツキ（徳，亭々一与剰偶）ヒデクサ（債，花徳一三京）

イガクサ（嵐亭々～与郵間）クロがヤ（穂．事々～与鶉闇‘）シンジユガヤ（徳，西呵木名）

カンガレイ（億．三京）オオアブラがヤ（沖，大山）

ホシクサ科　オオホシクサ（徳，三京）

ツユクサ科　ナンパンツユクサ（徳．花徳一三京）シマイポクサ（沖，住吉～大山）イポクサ

（億，八重芋）

ミズアオイ科　コナギ（風花徳）

イグサ科　コモチコウガイゼキショウ（徳，三京）

ユリ科　カラスギバサンキライ（確，事々）ホウチヤクソウ（徳，花徳一三京）コヤブラン

（沖，国頭坤）ササバサンキライ．．く、押，下城～大山）

ラン科　ツルラン（机　上城一天山）キンギンソウ（沖，往古一女軸）

（典学部1年）

鹿，・児∴島　県の　エ　ビ　ネ

木　場　　　　訓

私がエビネに興味を待ったの蛙高佼時代からだったと思う0最初に見たものがキエビネ…・0木

蔭で黄金色の花を見た美しさは何ともレ1乞ず心を引きつけられた。

大学に入学してからはもつぱちエビネのみに姦しをうつした。

以下私の浅い樺鱗を通して醤たことを書いてみよう。

図表及写貴は全て省増した。

エビネ属（Calarにbe）撞砧吊－せ′こt‡し約200ノ頚あるといかれ，その月．日本（て鮮ヒするギ1㌢
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として相次の欄きもー′つを上げうる。

つトク叶ラ　ン

クガネラン

キンヤイラン

Dエビネ

0ク．1Jネエビネ

0キ二二ビ音

アマミェビネ

0キリシマエビネ

キソエビネ

○ナツエビネ

サJレメンエビえ

リユウキユウエビネ

サクラジマエビネ

0ツルサン．

0ヒロバクワラン

C・VeTlはSta Schlter

C・bur庖OaJla C加土

C・rlippon土Ca　旭痕．no

C．diSCOlor　工Jlndユ

C．striata R．8r

ク

ー

〃

ク　Var

〃　　　　ク

Siet）01dl　胞Ⅹ1m

細山iana劫t畢ir凪
C．Klrl叙1上皿enS18　Y誌tabe

C．Sch1ec1℃eri　壬お．m

C・r（∋flexa．M誌Ⅹ1皿

C・tr土car土nata工止れdley

C・triplicata AmeS

C．　　　　？

C．furcata　肋tomn．

C・Jatカnlca Bユum甲・

柵ものは多くは常緑地上蘭で・地下に球茎を有するもの・有しかハもの？・2席があるが．何れ

も地上に仮球茎を作らず花茎妓菜芯より菰出する。

花碑塊は8瀾0皆弁止5浅梨し，通常直を有すろ0

属名Caユanthoは・ギリシャ譜の狙108（美星？）antho自＿（花），？率華で∵花籾は準4

月より夏に及ぶ○トクサラン！′ま12月～2月造さきつづ！する0右より承嗜されていたことは確夷

で，古文献の記載を調べてみると．

元煉8年押花壇地錦抄lには「偶替こ八朋子ニ刺巴冬中ヨリクタクタシコへ－，二度用へシ」と

あり，

延宝9年・水野元碑”花段綱目㌔「為替ねL花亘準色味色㌧皐ひ卑畢十琴から蘭とも云咲比右に
、、▼．　　　　こ一こrr

伺（5月時分也）壌土は赤土を由いて宣．

魚肥あらわ汁を少根に折々そ々くへし0分偶は春秋え時分」さらに「帝京ゑぴれ花黄色白もあ

り咲比同じ0藩士右同赫　肥時々茶からを爛てもくるしからす。分嬢は右画商」とある。

宝永‘毎榔月凰鳴信者の脚大和本萬相には次の如く記載守れている0

「エビ子．・‥花黄白褐色数億アリト子トハ山二生ス・三月花ヒラク陰地ヲ好ム0宜草士二魚汁ヲ

ソソクへシ，好事ノ者盆ニウへテ花才覚スコレヲ重度ナ1リト云人アリ非ナリ」

以上の触ても多くの記載が罷られる文政12年永野忠時著の－■草木錦菜集－叛も仲冬がね蘭球球

名偽者頂Ilと出ている。

しかるに今だに晋及しえ覆い理由勘可であろうかっ栽培法と余り身近に有りすぎる為で妓夜かろ
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うか？　姻倉の人は山オモトとか由ランとかよんで薫祝していないの息　かんら′く′，しゆんらん

との遠いであろうか？

薮計生地に於ける状座・：・

鹿児島市近郊つ鳥絹子軌　範顔料廟にかけて多くの群落が見られる0

上部は笹々及雑木林で主としでキ．リシマエビネめ峰紫色又法蹄色が多く，▼中部愈々タカネエビネ

キエビネ？自室を見る0樹埠は払

下部位・′り渦気の多い所埠エビ泉及ナツエビネが多く見出される○土壌P昆庖5－6の砺朋門の腐

植土で，日光は樹間を通して廃らせそぐが一般に陰鳩で冷気がただよっている。

同地の絆清の写束をとってあるがこ－こ忙見せもれないのが残念だが，その政200、250轍エ

ビネ，キエビネ．タカネエビネ，キリシマエビネの天象周の費しさはすばらしいものである0　こ

の潅清も杉のばつさいによりゆく々は破壊をれることは残念である0

大川原峡はキリシマエビネが大部分である示．照度病に犯かされている。柴野岳はナツエビネが

多い機である。絹子島，屋久鴇ではトクサラン，ツルラン，ヒロバクワラン，エビネ．を採集し

た。エビネ採塊には屋久島な交通上少’し不便の線である。

キエビネの中に呟，花みようがや，水アメの如き香気をもつものも時々見受けられる0

河・エビネ郎山に於て如銅でないかと考えられるものが見受けられる0たとえば・エビネと

キリシマ・エビネの中間的もめ，色彩は黄褐色．花塵はキリシマ叫で中洲如；長く，菜の形もキリ

シマエビネ忙涌似してレ1る0

菌根

多くの蘭科鳩車の発動には菌の侵入を・要しこれ等の菌は横に共生して蘭椴をつくる0この菌は

RhlzoetOnirlia属であ少菌糸はCottOn青で美しく染色される0

花硬と花色

ェビネ雛一般に種類に上って花も　花増兵異なるので容易に区別がつく0花の大きさの膚か

らいえばキエビネ，タカネエビネ，エビネ，キリシマエビネ，ナツエビネの潤序である○

花里については蘭書大辞典には5段階に分けてある

一文字咲l（ヰ掬するもの‘）・′

含　咲（花被が円轡するもの）

乱　　咲　（〃　諸片が摂れるも、の）

点頗咲（苦るしぐF同するもの）

鐘　　咲（含庚の先瑞が涌くもの）

乱境はキエビネですばらしレ1物を環海した。普滴のキエビネに比べて花樵の長さ（5．5憫）で

（0．5√，・〝ヱ）長く，巾（1．2（二m）でC D．′8壷うせ甘く美事に頒れている（写黄保存）。
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花触てついては干害万鋤であるが各香としての挿鰍ま明確である。

l＝　　　 ノ者　　　 ′ケ
1コ

花　　　　　　 亀 瀾 花 期 蘭 I　 備　　　　　　　　 考　 l

I
キ　 エ　 ビ　 ネ 黄 色， 時 々環線 色膿 の もの 4 月中旬 － t

碓 径 捜 他藩 よす ∴ い ち じ為．しぐ雄 ！

あ り。　 骨弁 白 色の もの も 5 月庄了句 大 時 に エ‘ビ ネ程 度の大 きを ものFも

あ る0 あ り0 胤 咲 も ある が 大部 徴十 文字

咲。 菜 は 広 卿円 形

タ　カ ．ネ エ　 ビ ネ 色彩 鎧寓 ． 赤 褐 色 よ り黄 色

上　 ＿　 同

花 径 キエ ビネ よ少棉′j、さい。

紫 系 i・一褐 色系統 の 色

皆 弁花 被 の演 者 は 色彩 は 異

なる こと 多 し、

葉 形 では キ エ ギネ と削 り出 来 ない ！

エ　　　 ビ　　　 ネ 褐 色系 多い 4 月巾 ⊥ 5 花 径 は タ カネ エ ビネ よ り小 を －くや

磯 域 の差 多 し 局巾旬 や 含咲

色彩 の変 化 に乏 しい 葉形 は 長 門 ▼形

キ リ シマ エ ビネ 1 白 色系 と紫 色系 4 月 下旬 ～ 花 径 は個 体 差は あるが 概 して′トさ

5 月中 旬 く纏 は 比 較的 長 い0

痍 形 は狭 長 円形

膚 弁は 洩 裂 が頭 も徴 で をレ、もの が

・ある－・・・r

ナ　 ツ　 エ　 ビ　 ネ 白 色系 8 日－ 9 1ニ月 花 椿 は 千 リシ了 と同程 度 －

ri堰紫 色を偉ぶ もの あ 少 花 被は り ．ち じ卑・し く－反撃

葉 色 竣線 色

ツ　 ル　 ラ　 ン 白 色， 埠 に 埼赤 色 7 月～ 9 月 皆弁 ，い ち じる し く紋 ム

直 が 非常 に 掻 く

L もに．涌 く防 寒 設備 を要 す る

：ヒロバ ク ワラ ン 白 色，花 娘の 先端 は樺 色 5 月 ↓ 7 月 花 被 に比べ 七博弁 が 広い ：・

；耐 野 性 を レ　　　　　 i

エビネの染色体歌枕．n＝　　　　といわれてレ、る0

手ギネ間の交配親和性は多く，エビネ，キエビネ．タカネエビネ．キリン尋エビ1ネiアマミェピ

ネ問の交雑に於ではレ、ずれも結実した0

エビネ類で授精したものは2・－3日で花が下向し花被がしおれで来る。

不噂精のものは花柄が環変するから区別出来る。

また花粉塊が雌芯につくと2－4日ヨでゼラチン決となり黄色の車や同レ1塊は乳白色となりとけて

－i酎新郎こは形跡をとどめない。

結実した項は鞠4月で発芽可能に成熱するといかれている0

12私以輝受怒ると褐色と走力自然憂謂し礪子を飛散させる0

－2°－



最．とまとまりなしへ文嶺でした几　今後さらにエビネが一般に普及する為には次の如き点の改良

が望まれる乃ではないかと考えている。

葉・…‥‥立葉度で光代のあること。

花径‥・・‥没後キエビネ程度の大きさ。花徴の増加0

色彩‥‥‥後宮なる色亀一触て花被片の円側が透けない方が英しい○

キエビネには博一弁のみ白色のものがある。

花嘲‥‥‥乱咲吐柳の瀬如く見た感じがよい

ナツエビネの花刑は頻の舞う如くして涼しさを感じさせる

芳香‥・・‥時折芳香を有する個体がある

栽培特別困嫌ではないが，地綿剖ま庭木の下に直射日光をさけて掃え，植付時は鳴資等を旛こし

開花後と8月及2．5月に液肥を塊こせば良く開花する様である0

移債は藩，花期が終少新根が伸長するから新棟の清動頚128－4月頃が良いと音九でいる○

く：参考文献＞

蘭書大帝一粗・日本絹物悲・・花壇地錦抄・花壇綱目・大和本草・草木錦東泉

（農学部4年・育博学専攻）

ウラギンシジミの越冬状態の観察

書 川　正　一

観察・採集地：鹿児島市上荒田町席児馬大学倦学部校虜

場所：農学部植物園円のトウオガタマ嶽よび廉学部講堂前のトウオガタマ

A．1962年目825・日，農学部頗物薗円でトウオガタマの喝慨を飛んでいる1♀をネッ

トで採集した0　この日はかな射厚い日であ少，同所に為所ハて多数のムラサキシジミおよびムラサ

キツ′1メが活動しているのを目解し，それぞれ5頚ずつ採尽した。そのほかにはキクテハl顔．

アカタテハ1項．クロコノマチョウ1頭を採催し，イシガキチョウ1頭も目僅した。

事．1942年1285日，幾学部講堂前のトウオガクマに瀞いて2♀♀を採偉しね　ネット

カiなかったため．増で捕えたが，かなり柊が強く固着していたと思われ．紛つまんで採無しよ

うとしてもなかなか練れ一興　′ト指大の横まで引き寄せられた。無理に引レ1たところ，パリッとい

う晋を立てて維れた。この繕果，2頚の門1．頭は申梓1本がちぎれてしまった。止っていた場所

は茂みのあま少輿の方ではなく，外部より射て発見できる表の方であったe馬享は地上から約40

鴫27－



′胤　2頭とも菜常の緑・プ）方に止ま少，2頭問の距離壮杓10欄であり，止まり方法体をほぼ水平

にかき，天井にたったような形であった。触角と認許淀かくれて全く見えず，採壌後触角を出し

た程度であった．⊃

当日合え鮮′ま負った′ト雨まじ少の乳の強い肌寒い日であった0その他には，棟をゆすると故頭

のムラサキシジミとムラサキツノ1メが看発に飛びカ：った0

その後の蝶週としては，保滴絹に入れて混めたところ，25℃．約10分間で飛び立った01！篭

び方は夏用のものほどでは覆いが，かたり清発をものであった。11℃ゐ秦閏に出したところ，

約一分間程飛びま1つり，骨の上に落ちて倒れ，そのまま齢かなくをうた。盛日憩の餞に止まらせ

てかいたが．自由も位環を変えず　気誹力亘ったと‘津をげ尚歯てふくしてふた感角を外に出して

いたほどである。穫閲．1D℃以下でi′まほとんど死んだようになり，枝も動かせないほどであっ

た。12月1282頚ともタ巳。この間水も食物も与えなかった0恐らく竜煉したためであろうo

C．－9d2年12月19日，塊学部講堂前のトウオガタマ

先日の採集と観察がわな少乱椎であったため，今回は詳細に調べた0先日の採集点より約10

だ仇のところの茂みの円郭にレ1る†璃（♀）を発見した。茂みの南側にあり，地上から約4□け仇の

ところに，棄藩の線の方に止まれ礫をしっかりたたんでその中に触角をかくしていた0更に樹

木の北側，地上杓I70だ皿のところに1頭（♀）樹木の北側，地上約2朋のところに1頭（♀）

を発見した。レ、ずれも茂みのあま少円部にはいず，茂みの菜の方であって外部より容易に発見で

きるところである0この．2頭とも棄席の線の方に位穫し，その円1頚は中曙と後陣の4本で止っ

ており，覇債の2本はしっかりと胸につけていた01頑は叫安と後顆の4本で止まり，前接の1

本は鴫げて胸にあて，．1本は葉の線にひっかけた形になっていた0

5靖共通して君えるこ阜蜂，いずれも水平に近い菜の準賓の縁の方に・頚を譲の先端の方に向
．1∴

けて止っていたことである。そして申肢と後痕は藤ぐ折歩曲げ，胸は壌轟の表面にほとんどくっ

つく程度であった。止せるのに使われている徒は申特と後桂の4本であり，1頚を徐くと魂按を

使っていなりことである0またいずれも触角は商機の間にかくして潜り，口器も全然見えていな

かった。体の位硬はいずれも胸が環上部にくるような止まり方をし，ほぼ水平である。前方から

見るとたたんだ遡匪垂直下を向いている。

先日のまずい採亀の仕方もあったので，今回はまず校を少しゆすってみた0しかし全く鰊反応

である。かな少強くゆすったが結果は同じである。つ高に横を廟少取ったが，その原の寒動にも

ショックにも全く無反応であった。その明，迫柊を使っていたl凛虐げを麺で押し倒してみたと

ころ，ようやく飛び立った0　しかし飛び方は非常に誘く，10叫まど飛んで地上に落ちてし・まっ

た。埼宅屯2月を止まらせたまま手に摺って歩き，その途中かな少のゆれとか履　横の風元も満

ちもせず・飛び立ちもせず・金ぐ陳反応のませで牟少，鞍の位埋一つ変え七いなかった0

帰宅後少しひどい喪験を行った。尖った鉛筆の先で戒告かるくっつくと，ただ増しへ料痔だけ触

角の先端を出すだけであ少，．また商韓を少し伸ばしかけて，ま創観て遅く程度であった0　この間
2

もちろん申曙も後隼も動かさず，題1恒lひろ汗をふった。これまで全く．嶺反応であった2頭の四

一28－



1虜が・スケッチ廟こかや顔やた炉うかr触胸倉上下忙恕・つて的た木管、がてこキ：ち上がり．少
「d‾‾’‘’

し十王か鋸をア）使徒を変えてしまつ空0　ここで注目すべきことl悠　外部の力であれほど語れ空くか

った梓が，東自身は容易に離すことである。

採集のとき飛び立った1主項のたってやた跡から発見したのであるが，枝が肯かれていた位竃と

その周辺にたくさんの黒い点状のしみのようなものを生じていたことである。後で調べたのであ

止っていた跡の購いしみ　　　　るが，．別の2・頑も同棲であった。

×25のルーペだよる簡単な観察で

あるが，し黒い点の中央に針の先でつ

ついたほどの陽があ・少，、その周明は

植物体の円部から異常変化を噂こし

て無化しているものらしかった0・

要するにこれは外部からのあるもの

の付青物でなレヽことは確かである。、！

また零化している部分にはややふく

らみが各？た0　しかしこの異化は美辞の表層部のみであって，厚いトウオガタマノ葉の円部およ

び葵填まで堆達していをレヽ

当日の天噂はトどんよりと患った西風の強い日で，気鶴は14℃であった0教頭のムラサキシ

ジミとムうサキツバメがど　普通を飛び方で飛びまわれ　しばらく．再録′で二≠・・まわりの樹木に軌ヒ

ま年ず・．．トウオガタ．了にもど？てきた0

その後の饉過と＿しては，採集時より全く動かない1頚を，当時と同じような体勢になるように

笹いた、とこ今，考の礫4月間全く，位置を変えなかったこと′である0他の2頗性僅々の向きの変化

を与えて，体勢の変化を試してみた0当時垂底下に向いていた超を少しないしはかな少をなめに

向くよう、愕凰くと．一その時椎そ・のままの形でも1，A15時間後には，碑の位麿を変えたり，前肢

を黄の線咋ひっかけるなどして．胸が壌高位置にくるエ　な体勢にかわれ　体をまほ水平とし．

超が垂画下を向くような体勢に奉っていた0

その疎誓照準嬢冬休み？ためできなくなれ成見君にあずけたが・2日後に死んでしまったと

いうことである0寸で・陀▼木の準も．かなり乾いていたために，おそらく乾操が死の原因であると思

う0後をあずかってくださった成兄貴には心から感謝したい0’

なか，19dl年12．825月に宮崎県の葛手癖峰の南寵低地にある・自宅の壕でl♀1谷を採

塊している0当日は喝や非常に強い朝で，2頚とも地上咋洛ちていたものである0雄も越冬可能

かどう′か，その後埴冬山のものを採喚していないためわからない0

19丁ふ5．「．1ち（教育学部5年）



粟盛予岳の蝶類採巣報告「1962年）

田　中　　　　洋

躇講ILiの礫野由漑泉付近は鹿児島展でも有数の好渓築地として日本全国に知られていて採集家

がよく己力れてtへるところである。が，その刊に諸相を記録が報告されることはあまりない。これ

は絹千庸嘩噌上の場合でも同じである0それがどんな見開によるのか知らないが，何か珍品ひろ

いだけに，終ってレ1る嶺がする。この点止か互いに考えるべきことだろう。

また一方汀槻莞評という名の犠一切の含項によって虫たちのすみかが，しだいに開かれつつある

が　輿抒柄もだんだんと体がきりひらかれている。そのせいか異の灸も故も滋近少なくなったよ

うに盟のれる。rヨ然破墳が沙そかれ牧やかれ，虫相を均一化または平凡化するにせよ，栗野由の

ような櫛自然公鰯評を何とか原始状態に近い灸で保存できなかったものだろうか……。

1959年にも7月の＿主′l／r合宿の成果を報告したが，滅びゆく好戻壌勉の一時期の姿を記録し

ておくため，さらに1952年の7月の成算を報告する0　7月Il d～15飢ま室研の合宿とし

て，確元紘爾・南野欄・田中虜の5著と，7月19日は春田政義氏と．7月2°～28日は山崎

さん一家・川元さん一項と．それぞれ採‘冬・親展した。改めて盛上より軋謝いたします。

王，コース・日穫・天気　　など

′第7月11日　栗野駅9．05－草野町永谷9．50一一粟野岳偲泉潜15．20－発14．．45

－カノワ林葡15．50－発18．00～東野岳源泉濱18・00　　　（全コース①）

賓7′jl2日　項野宿歯泉愛8・28、カンワ林着9・50、発12・15－項野免温泉着15

．50：境野岳潟凍展望台15・55－18・50　　（全コース○）

旬7月15日　頃野島虚泉8・05－カノワ林溶10・00－発10・50・一頃野島温泉展望台

着15．55～発15・00；栗野岳濫風発15・00～栗野町永谷17．15、栗野駅

（全コース◎）－以上　同行者は橋元叔爾・南野欄・田中華の5着

ゆ7月19日　朝野駅8．50（タクシー）葉野島忠泉着9．06－発10・20－カシワ林着

日．50・一党†4．55・一頃野岳偲泉免17．25（タクノー）喫野駅着17．48

（0きり11）ち◎　ときどき①）－1司行者　森田政義氏

∂7月25日・項野離日・45（タクシー）凛野岳温泉着12・10～党15・38－カシワ

麻者15．15、莞17．15－栗野岳塩魚着16．30　（全コース①）

屯）7月27日・喫抒苗混載発9．45～カノワ朴入口折返12．00－賓野岳温泉着13．50

；頃野塙潟東付近（郷勘上目6．20～19．00　（全コース○）

′カ7月28円　裾野舟娘撰望育10．50～12・00：栗野盛観泉発15・45（タクノー

）もJJr羞1d・1：㍉しこ1－ス心j一一以上　同行者は山崎叉戚氏，山崎淑子さん，山崎道
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子さん，川面允子さん，1日元京子亨ん　一一一－

・：・カノワ休というつば境野／京牧場のあるとこらを増してレ1る。

‡．級察記録と食草・幼生期の記録　など

A．ァサギマダラの終合幼虫をオオカモメズルで採免（曹元　故爾氏による）

7811日　栗野后偲凝付点でアサギマタラの肇合幼虫を1匹みつけた。食草の業は全然なく

，ただ茎が10r耽位残って卦少，幼虫は食べつくした残りらしい茎の頂上でウロウロしていた。

採取後ビニール袋円でキジヨランを与えたが食べずに7月12日に痛化し，7月24日にはすで

に羽化して死んでいた01省でやや′J、雌の感じがする0　この無塩は膚ごと取って帰少植えていた

ところ鼻が出たので農学部の初島住彦教授に同宣していただき，オオカモメズルだとわかった。

お．ムラサキシンミの食材

鹿児島県ではアラカノ・アカがノ・クヌギ・コナラから卵・幼虫などが見出されることがわか

っている。飼育が不完全だが，カシワ・イチイガノ・コナラでJiい幼虫を採叔したので記鎖し．

飼育が完成されることを将来の腐周としたレも

1）カシワ　裾野岳忠泉展望台　7旬28日　瑚（多政，吉葉の唐や若葉の寅など）若合幼虫（

新妻の雇など）。8月5日に2廟が蠣化しているのを認めたが直射日光にあたりすぎて羽化し

なかった0

2）イチイがノ　項野島温泉　7827日　卯（多数，小枝・古薬の者・所業の葬などほとんど

無差別の感じ）若令幼虫（着稟）→885日まで柊合1匹盛っていたが餌不足のため死亡0

5）コナラ　葵野喝水谷～礫野島温泉　7815日　成東の裏面線に冊少数〉

0このほかミズナラ・ウラゾロが／などで卵・幼虫が発見できるが確認はしていないので．季節

や環境（ほかの食樹との関係に関して）を考えて資料を集める必費がある。

C．ミヤマセセリの幼虫をカンワとミズナラで採取

ミヤマセセリの食樹は鹿児島県ではまだ確認されていないが，カンワとミズナラで中合幼虫（

体長約15虎視）を採取した0

1）礫野岳カ／ワ林　7月12日　カシワで5頚，ミズナラで2鼠　はかにカノワで橋元君が石

頭採取した。しかし．ほとんどが飼育中の管理不足と食材の不足とで8－9月に死んでしまっ

た0わずかに8月7日に1醐党皮した幼虫1頭を櫛下町鉦敏氏が農学部のカノワに放して観察

したところ11月頃には成熟し，後飼育宅でマユを作ってこもった0　これはその後1月24日

越冬出の状況を写真に瀞さめたが，その後の管理不足で竜虎して死んだ。

2）栗野岳温泉展望台　7月28日　カノワの疎林のカノワ壌上を歩いている中合幼虫を確声㌔

D．インカケチョウの産卵位常と叫のふ化率

野外でイノガケチョウの－ljをみつけても，ふ化しないものがかなクあることを変に思っていた

が．頚だその美代を示したもの′まない。だから原因などもわかっていない。今後もこのようをデ

ータが蓄積されることが強く望まれる。欠のデータはすべて栗野岳温泉，1962檻のもの0
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1）7当日qC頂ノ七　呟欄）　2）7月11日（咽①l j準）　5）5月24日（閏中　璃）

ふ　イヒ　素

（上段採取　下段野外）

‾‾丁－‾‾‾‾（成立）　（着実）
′－、．‾‾‾、　　　　　　／‾‾‾】ヽ一一‾’ヽ

葬　　賓　　荻　　醇

1）ふ化りIJのカラ

舶冊埠

異化ノバ1（用）

2）も化用のカラ

顔色誹

彗化IJJJC増）

5）ふ化邦のカラ

前色刷

㌍化廟（宛）

2　　1　　　2　　　5

0　　　0　　　2　　　0

5　　　0　　　0　　　0

1　　1　　つ　　　0

0　　　1　　1　　1

1　　5　　　0　　1

0　　　0　　　5　　1

P　　　2　　　5　　1

0　　　8　　1　　0

7　　　8　12　　　7

痺　 茎 i メゝ．
Fl

芽 吾†

a　　 o か 8

1　　　 0 5

8　　　 0

0 1’　 0

5

2

0　　　 1 4

O　　　 O

D　　　 O

5

4

5　　　 0 9

0　　　 0 1

4　　　 1 5 9

2／4　57溶

8／－　　75感

C／′4　　0鯵

2／7　　　　29倒

d／今　‘7感

4／丞　　　80感

貨車色相も　自炊での生花正則是できをわけで採取して後のふ化峯（上段）とした。

ノキa l）2）は明々′り木，5）は一酎ヒ頑の期であることはほほ結実。

対も　この表から若輩表に茂も多く餐卵することが推定されるが，成業・着筆の表音でごまそんな
キ・

に大きを毒はみられない。茎にうむことはマレと考えられる。

序C　巧とんど100勿　ふ化するととは覆いように思えるが，季節別・津別の資料をふやして

から原封愴つきとめる心要があろう。　　　　　　　　　　　r

E・カラスサ／／ヨウにいる免pilioの幼虫

粟野岳嘱泉付近の暖帯林にはカラスザンンヨウの幼木が多く，アゲハチョウ属の卿・幼虫採取

には興味虞いところだ。季節によってみつかる幼虫の種類は異ると思うので，ひとつの例として

記録してかく0飼育がうまくいかず羽化したものはなかったが，カラrスアゲハ、・¶ミヤマカラスア

ゲハなどは混じでtlをかった。カラスザノ1／ヨウは大木もあるので，大木と幼木とで虫相がちが

うのかもしれせい。なお㍉　カラスザン／ヨウ以外の食卓調奄が重電となるl。

1）アゲハ　7月27日　卵11臥　亜終合2匹→29，50日に各1‘匹脱皮→884日前場一失

掩（ミカンとサンノヨウで飼育）

2）クロアゲハ　7月12日　車台1拠　→　20日死亡

5）クロアゲハ　7月12日　申分2リ与，1令1匹一節不足の蹄コクサギを与えたが食べず死01

4）ウロアゲハ　7月15日　揮針野　中合1匹→コクサギを時べず24日死亡。

5）クロアデハ　7月27日　老楓丑虫日払

d）クロアゲハ9　7匂12日　jlは一可→14日ふメヒ→失敗。
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7）クロアゲハ9　781581令l匹→19日死亡。

（郵イヌザノンヨゲていた胡虫

1）クロアケハ　零封行場歳　7月11日　′甘含1也→15日前的→14日硝化失敗，死亡。

2）クロアゲハ　寛密島忠墳～カノワ林　7月27日　量柊合川→29日脱皮一8月4日朝雨

→8月5日晴化→死亡（原因不明　病気か？）

F．1942的まオナガアゲハのあたりどし？

5月50日に零野島温泉で春噌18が瀬田政義氏により採取され七。（SArm仏弟51号）

7月以後の記録は：7月5日　霧島神宮1谷，採取・保存　赤恥政義；7月14日　栗野岳

局泉一水谷18，環取・保存　久木野和瞭　（以上未発表）事　を含めて今回の報丈のものが

ある0　7月11、15日には自噴言えできなかったが，19日，2d～28日には採取・目撃し

たものが少なくなかった。その後の繹1邸ま不明。2d日川元允子さん18，川亮京子さんl♀採。

25日に川元京子さんが採取したl♀（中破）より採卵したところ，50日カラスサ。／ノヨウ

に4個うんで夕玖′ぞo L凧ま賽円にかいたが，8月5日に1周が幼虫化し少しカラを破いたがふ化

できなかった0成りの3個は変色せず，ふイこもしなかった。原因不明。（零野島温泉～カンワ林）

G．コミスノの産周位置と幼虫の食べ方

7月27日　喫野島温泉～カソワ体　重ノササゲJiJ1′瓢　湖のカラ5回，1合5匹（2万ズ

項1鳳　ノ禍のカラ1周と2－5合1匙！砂、ギの1届　出1個0この7例の翔沃いずれも葉表で

血脈と巽線の山間付近で，先端または稟細でみつかるもの′ま1個もなかった。

クズを食べていた幼虫は，葉の先端をr舟噌tに残して先端より左右両側を食べていったらし

いことを推定するが．次の食項が葉線から中脈までできているだけで．反好期を棄線から食べは

じめていた。これは普1車のことをのみ，あるhわ葉の広さすなわち葵締わら中鵬寸でのきよりに

よるのか－。飼育してたしかめるべきだ。

H・インがケチョウとコミスジの巷湖行動（刀とαとを参照）－買野岳温泉にて

0イノカケチョウの虔叫：7月11日12時50分　冊　成虫の個体数は多Lへ。自力ゲで1♀

（新鮮）がイヌビワに産卵しているようすだったので近づいて見ると，芽の掘くの茎に1個うん

だ0　イヌヒワのまわりをちょっと飛んで芽に止る。しかしうまをレも・まセちょっと飛んで芽に止

る0やはりうまずにとび去る0「鹿児島県の来朝」p・295－296参喝0

0コミズノの産卵：7828日　12時40分　快禰　森円の路上で覇蝉な1♀が飛んでいる→

ノササゲの中央の葉上に止る→2回バネを開聞して後退→尾端が葉の先端に来たときバネを動か

さずに1喝産卵（はじめから尾端をまげていたかどうかよくみていなかった）一一飛びたつ→数回

いろんな植物の譲に止ってバネを「昇明したりする→フノの一　に止る一一飛びたつ→同じフンに止
t

る→後遺→先二勘て1憫種血→飛びたつ→コアカソの謹上で休む→よじめハ不を欄間，（0ちⅤ字粥

でとめる0（観察由断）一一こつ例と且の例と（つ結びつき咤どうモるのか？　個体差か？

イノガケチョウとコミスノ七では油虫のT酎生に！1た考か多／、が，や禍習性七一琶とても′亡

輿が大きいように払える0　亮たして戊似点かあるのだろうか，興味㌢hことだ。
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I．ァサギマダラ1令か頁の習性　断片

7月15日　栗野岳温泉廿虻のキノヨラノ成駕更でアサギマタラC／）パー」5－凡右払

1）15日　25時55分ふ化　棄薯を上rこ向ける。坊Jノ〕カラ′ま樺を食って出ている。幼虫はそ

の場に静止。25靖40分叫のカラを奄べて，4d今にやめてそのまま休む。
°

15日　0時55分すこしかじる。嘩しい寒歩へそのまま切ってのせる。　8踵05分・兼寿へ

移っている。カラ咤1／5・－2／5残している〇壌盛で円形の登票を作ってその中に坤止0円形の

食虞は完全に一周して接いず1／5ぐらい成る。17時55分歩いて別の菜へ移っていたが，

また商の葦に帰って別のところを食べる0

20日，23日，28－29日　5担川見皮　→　50日死亡

2）l d日　0時10分ふ化，8時10分業醇を下にむけて知いたらカうははとんど輿べて，菜

を宵から食べている011時場所を移動→表へ出ていたが，要に帰る→死亡0

5）16日　0時10分ふ化　東宮を上にする0　0時50分黄葉の級にいろ0　8時10分ンヤー

レの中を歩きまわってhるから菜に移してやる（日田のカラはたべていをh）→棚のカうに近づ

き箕べはじめほとんど全部食べた。日時0分美東＝下面に行っている，しかし兵から吐かじ

ったあとはまったくなく，歩きまわっている一正常にもどすと癒し面3下面に不規則夜食項をつ

くる→卵の近くに静止→17時55分再び棄泉を上にむける017時48分真裏からそのまま

かじっている－盲かんに！てい食I，かみ卯ったあとには奄境のそと刑に液かついている．／

よく見てlハると，盲かんに食べている最中に脈を切ったときか，孔液が出るとそれを吸うよう

にして後，尾端はそのままの位置ですこし体磯節をのばして級をはき出す！　食べやめて体を

うどかして反対側にも液をはきだすらしく，まだ食痕のない反対細にも液がひかつてわる。

ld時4分食べやめて1個脱プノ0幼虫は表記下面へ行っている0賓にはマンが1個ふえてい

る。19時58分表には食填なく，責に出てきて食べている。22時54分どうやら休むのは

下面で，曙べるのは裏面からだろうかと考えた。一一4品察中止－

208，25日　2匝脱皮し，29日に死亡。

以上いずれもノヤーレ円で飼育したが，ほかの幼虫と同様に飼育は失敗した。

J．ミズイロオナカノノミ雑感

粟野岳カンワ林：5824日　1頚　久木野和鹿；7月15日　1頭　久木野和酔，8858

1盛　上大田秀広（それぞれ採取・保存），という記録がわたしの知る1962年の記録であ

る。このほかに我々は7月118　1頗　田中洋；7812日　1頗　南野欄，両日とも少数

ずつ目撃している0　この境地はカンワ林の中にクヌギが散在してhてカノワより高いクヌギが

混ずる。今までぱく環とカ／ワを食っているので呟ないか，と考えてわたが，7月ll～12

日によく見ているとカノワの木からとび出すの蝶ぜんぷウスイロオナカノジミで，ミズイロオ

ナカンノミは散在するクヌギのまわりでしかみられなかった。越冬卿はカ／ワ・クヌギ両方と

も調べる必壕がある。同時はカノワはウスイロオナガ／ノミ，ハヤ／ミドリノノミの越冬翔を

さ粛してサることか勧侍される。

－54二一



をか，栗野熟語泉罷享き圭巨つカシワC．う立体ではまだミズイロオナガシジミ：・1こ発見されてレ、ないし

，他の霧島再の記射ますべて窪毘接確認されでハない。カシワなど　杏樹とそるかどうか甘奥様

深い研究課税だろうo

K．クロシジミの多産地と産卵植物など

東野岳温泉展望台のカシワの疎林は．すでに萬慣正治氏により新産地としで報告されているが

rCSATSU馳鳩目2号）今度の調査で多産することがわかり，産卵植物もカシワを確認した。

り万田氏の報岳に従って7月－2日に足を接こんだ。すでに谷は飛びふるし，♀に新しいもの

が混じている程度の発生状況だったが．カシワヤミズナラ（まれ）を叩くと飛び出してすぐ下

草の魂上に止った。これは昼間の観察で，かなり不活発だった。夕方になると活動が活発に（

自発的に）なることは万旧氏の報文にあるとうりで，．碑天の12飢ま17時20分頃から飛び

かたが活発になり，とりにくくなった0　日周活動に関して技さらに資料がほしレb

2）12日17時　カシワを叩いて飛び出した1頭を，すぐにハラボソトンボが追う。クロシ

ジミが逃由っても，木の閲をくぐって逃げても，かなり追う。クロシジミが下草のホモノ科に

止るとトンボはどこかへ飛んでhった0（出甲　章による）

5）12日17時10秒　快牌　大破した1♀が，ノギラン（梯）でじっと吸資している→ち

ょっと飛ぶ→ノイバラ（－白）に止去→はじめ花ビラの上で口を出して動かしてから，向きをか

えて蜜源の方へ歩いて行く→吸蜜→ちょっと飛ぶ→葉上で休む。

4）12日に低山ヵシワの木を丹念にみていくと，茎や成菜の寡，新芽などに数個～数十個の卵

を散在的に，あるいわかためてうんでいた。鹿屋で知られるアキグミ頬はみつからず，ミズナ

ラは適当な木がなく魂べなかった。九州では産地によって生息植物相や産卵植物が異な射う

で，各地のクロシジミについてこの点を調査する必尊がある。ここでもミズナラ・マツ凌ど調

べるべきだろう。白水・原（1950）にょるとクヌギ・コナラが知られている。この卵は7

月15日からふ化しはじめ，ムラサキシジミ幼虫の背中にのる1合やカシワの所菜を！てい食l

する1台幼虫を認めただけで，後は飼育できなかった。（田中洋，橋元紘爾）

5）栗野岳カシワ林（牧場の）で妓少数の個体しか採集されておらず，霧島山門だけでも分布調

奄はかな、り興味あるものだろう。虜島神官から丸尾温泉に行く途中の葦原にはクヌギを混じて

いるのでミズイロオナガシジミ・テヵシジミの分布とともにぜひ調べたいところだ。産卵植物

は一概総言えないので，荒地があって樹林のあるところでは調べてみる必要がありそうだ。

d）採取記嶺：項野岳温泉展望台のカシワ　7月12月．TlS鼠．♀・渦中皐・る谷4♀　南野

楓285♀　橋元鹿執　れ4♀　田中洋（標本はいずれも採取者保存）．，7月15日

2♀　田中鶉　7月－A日182♀　久木野細帆　7月28日　2♀（0＆3）田中洋（標

本触山崎さんと川元さん保存）以上合計すると19825♀となる。発生状況を推定すると，

7月12～15［】にすでに容は中～大破が多く，♀には新鮮なものもあったので，谷沈7月上

旬または5月下旬に新鮮なものがわるだろう。萬田氏の記録が6817日だから出現期は長く

，d月中句～7月下旬にかよぷものらしい。初見・終兄の記録が必妾だう。



L．ウスイロオナガシジミ（0顔産地を発見！

今触り採冬草で偉大の帯は軒受ウスイロオナガシジミの新産地発見だった。

粟野岳潟凍寒賢台に当シフの疎林があること沈下から見て知ってわたが，自分の足を運んだこ

とはなかった0今までに何人かの採集家が足を入れてはいたようだがウスイロオナガとジミはみ

つかっていなし（。7月15日　クロシジミをとりに行ったところ，まさかと粗いながらもゼフィ

ルスをねらってカシワを叩いていた弟（層中華）が最初のl頭をネットに入れた。個体数は少な

くないようだった。嶺近，牧場のカシワ林ではどうしたことかウスイロオナガシジミが以前ほど

多くないが，その原因蛙どこにあるのだろうか。この2つの産地は直線距離でl・5‰ぐらいし

かはなれていないが，どの程度の交流または移動が行われているものだろうか？　またこの近く

にカシワの林があるかど．うかは知ら夜い。瘍烏山でもカシワのあるところで，慕い時期にl徹底的

に調べる必要がある。　本州などで食樹として知られるミズナラも嬉鳥山にはたくさんあるのに

ワスイロオナガシジミ痩栗野岳のカシワ林でしか発見されないことも興味深いが，躇鳥山の他の

採細胞七の調香はきわめて不完全なので今後の調査を期待したいも

ー）零野岳由泉展望台のカシワ林（新産地）

7月－5日‾’10増　田由章，4凛　南野榊，（標本は各採集者が保存）

2）等野宿カシワ林（牧場のあるところ－従来，九州唯一の産地として知られていた）

7812日　3頭　橋亮舷爾，1頭　爛中洋，7月128　4痛　疇元j紘軌　5頚　南野欄，

5頻　用中葦，7月15日　4頗　久木野相帆　7819日　2項　田中洋（l頗→春増政義

氏保存），7月25日　2肩　田中洋（川元さんと山崎さん保存）

M．その僅かの躾のこと

0成虫の食性に関する資料と乍セリチョウ科・ジヤノメチヨ．ウ科は別に報告する予糧。

0レ、なノいのか，さがし方がわるいのか・新しいゼフィルスは発見できをさい0

0イチイがシの木木が教本あるのにルーミスシジミの再発見は実現していないo

Oタツペンルリシジミ蛙1955年．1959年に各1谷がとれただけでその後さっぱりとれな

レも森林の開拓とともに滅びていくのだろうう、…・。食草探索の手がかりもまったくなかった。

0キバネセセリも癖回気をつけているが再発見できない0

0寛野岳温泉の手癖のシバハギは花もなく，成虫も発見できなかった。（7月28日）

Ⅱ．出現状況と発生状況・分布資料　（Tat）1el．2）

躾の出現状況（発生まではわからない）は，桑原に飛んでいたり，採取したのを確認すること

によって．，発生状況はそのとき自然快感での産卵・棚．幼虫・蛸を音がすことによってある程度

正しく推定できるものと思う。ま車コース別にそのような記録牽とることによって浄福資料にも

なるだろう。そのような奉を考えて1962年7月に頃野色相泉で観察した記嶺をまとめたのが

Tat）1e1，2である。今度の場合，分布の溌料としてはコースEが新記録となるだけで，ほか

はほとんど記録すみのところで季る。むしろ出現・発生状況を示すことに中心をかいわ
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〔コもble1，2　の訪脾‖

1）採簸コース（工屈BEⅣ第2号（0地図参照）

Aコ栗野駅～栗野岳現泉：A．栗野駅一永谷，A2°永谷部落，A3永谷～頃野島潟泉．に細分

する。（A3はすこし・良わが，夏草をことは採集地点を言葉で表わすようにすればよい）

B3項野岳聴泉付近（温泉の手前2Km位から亀泉までの森林帝をさす）

C＝カシフ彿（栗野原牧場のあるカシワの縮林付近）

CL栗野岳温泉～カシワ林（B～C）（前報でDに含めたが，工払ちわけた方がよい）

E臼栗野岳偲泉展望台付近（小高い丘，草原。這シワの疎林がある）
－

2）採集コースの下にIで示した日程の　ノ広　を示しである。

5）7月何日かという日付と天候（天気図の記号に従う）を示す。

4）記録には目撃記録を主に示してあるが・これは採集するよりも軋ることに重点をかいたため

採取していないからである：＃多，≠普通．十少，頭数または谷早が奮いであるものはそれ

以外に見てしつたいことを示す。鮮度は．0新鮮，1小破，2中破，5大破　で表わす0

0撰集記嶺は個体数のあとに・次の略号で採集者を示しもh＝田中洋・a？申中軋れ＝南

野欄，山可lj崎さん親子，川＝川元さん親子．春＝春田政義，薬己薬嘩寺太郎

05E→卵5個，8工J一一幼虫8東　などで卵・幼虫をあらわしてある。．

Ⅳr要　約

の　－965年7月‥，12．15，19，2占，27，28白に瘍島山栗野宙温泉を中心と

した海抜750けz付近で確認・採集した躾　8科59種につlハての報告である0

ぐむ．裸像コースは1959年の報告（工皿EN弟2号）に使った区分を採用した。ただし．Dに

含めていた等野岳温泉、カシワ林（B－C）をClとしてDから今回わけた。また礫野岳温泉展

望台付近を新しくEとした。（Ⅱ）

③　8科59種の記銀を泡plel・2に出現状況・発生状況・分布資料としてまとめたo Eコ

ースにおけるクロシジミ以外の確接すべて新しい分布地ゐ記録となる。（m）

句　とくにアサギマダラ・ムラサキシジミ・ミヤアセセリ・イシガケチョウ・コミスジ・ミズイ

占オナガシジミ・ウスイロオナガシジミ・クロンジミ・馳p土1五〇属の殊，について生態的

知見などを考察とあわせて記述した0（Ⅱ）

Ⅴ，参考文献

0田中　洋（1959）栗野岳の嫌頒〔採粂報告），工虐：BEN（2）：6－15

0福田情夫・相中洋（19占2）鹿児島県の壌消，1－555　（壌児島昆虫同好会）

0福田晴夫い9dl）鹿児島県蜃壌類文献日銀，1・－51D C　　　〃　　　〕

0福田脾夫（19占2）　　　　′ウ　　　　　　補遺I，1・－11（　ク　　　　）

（医学部・尊3年）
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編・集　後　記

0どうやら．ここて工＿通B己Ⅳノ広5をかとどけ致します0

0原稿の乗りがマテマテであった事と，室研の金欠病のため発行が堰くなってしまいまし養0

019°2密度互，生研は学友会の予算を1000円しかもらうことができず．も脚の由刷

費呟すべて会員の会費と資金力ン′ヾ，0・Bからの寄附などでまかない，どうやらここに辛うじ

て発行できた次第です0

0度稲は．もつと集めれば輿まったはずをのですが，フトコロ具合とにらみ合せて・穣極的には

集めませんでした。第6号以後に期待したいと思います0

00台との結びつきは，寄附などの経済面だけのものでたく．もつと0個に指導を抑わだり，学

生は0句の利敵となるように活動するべきで杖ないかと思います0　また．鷹大主研が，鹿児島

県の高校の生物部を刺殺するまでに生長すれノま，申し分ないことでしよう0

0原桶の末尾につけた所属蛙，1962怒度のものを示したことを・お断りしておきます0

CH・T）

橋元紘鯨　萬冊正治：徳之島と名瀬市電の爽類痍儀報告〔補足j

O個体数のうしろ！て（）をつけて示した数字はバネの所鮮度をあらわす。

すなわち，口＝噺軌l＝′卜破．2填中破，5＝大破　をあらわす。

0工」填幼虫のこと．Eは卵のことで．たとえば瓦もは幼虫5頭を示している。

hEB E N　　　　第5号

鹿児島大学生物研究会会誌

発行日：19d5年5月110日

稿　一興：嶋　洪，憶中二乳　田中洋

印　刷：アルプス印刷有限会社（Tel・（り7585）

寵児境南上荒田町鹿児島大学学友全円
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